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郷
小
学
校

網
野
南
小
学
校

溝
谷
小
学
校

　
郷
小
学
校
（
網
野
町
）
の
閉

校
式
が
３
月
21
日
、
同
校
の
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
約

１
５
０
人
の
出
席
者
が
見
守
る

中
、
１
４
０
年
と
い
う
長
い
歴

史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
地

域
主
催
行
事
「
心
の
郷
（
ふ
る

さ
と
）　

あ
り
が
と
う
郷
小
学

校
」
で
は
、
児
童
た
ち
が
、
学

校
へ
の
思
い
を
語
り
と
歌
で
発

表
。
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
楽
し

か
っ
た
思
い
出
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
学
校
や
地
域
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
、
同
校
の
卒
業
生
で
構
成

す
る
安
川
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

や
、
学
校
講
師
に
よ
る
独
唱
も

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
児
童
た
ち
は
、
駆
け

つ
け
た
平
安
騎
馬
隊
の
馬
で
乗

馬
を
体
験
。
学
校
で
の
最
後
の

思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

網
野
南
小
学
校
（
網
野
町
）

の
閉
校
式
は
３
月
24
日
、
同
校

の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど

が
出
席
し
て
、
昭
和
58
年
の
網

野
小
学
校
２
校
分
割
以
来
、
31

年
間
続
い
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
児
童
代
表
の
小

石
原
尚
輝
君
が
「
４
月
か
ら
は

郷
小
学
校
の
み
ん
な
と
共
に
学

び
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
安

心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
新

た
な
ス
タ
ー
ト
へ
期
待
を
込
め

ま
し
た
。
続
い
て
、
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
校
旗
が
児
童
代

表
か
ら
校
長
、
教
育
委
員
長
職

務
代
理
者
を
経
て
、
最
後
は
学

校
の
設
置
者
で
あ
る
市
長
に
返

納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

溝
谷
小
学
校
（
弥
栄
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
２
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
約

２
０
０
人
が
出
席
し
て
、
開
校

以
来
１
４
０
年
の
歴
史
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
地
域
主

催
行
事
「
送
別
の
集
い
」
で
は
、

児
童
た
ち
が
「
溝
谷
小
学
校

１
４
０
年
の
思
い
出
」
と
題
し

て
、
昔
の
登
校
風
景
や
駅
伝
大

会
な
ど
の
取
り
組
み
を
劇
で
再

現
。
続
い
て
、
全
校
児
童
が
登

壇
し
、
元
気
良
く
合
唱
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ

ン
」
や
、「
溝
谷
太
鼓
」
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
も
踊
り
や
演
奏
を
披

露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
同
校
の
卒
業
生
で

プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
安
達
朋
博

さ
ん
の
演
奏
で
全
員
が
校
歌
を

斉
唱
。
慣
れ
親
し
ん
だ
学
校
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

1

1. 地域主催行事で学校や地域
への感謝を込めて合唱する児
童たち　2.校旗返納に当たり、
校旗を披露する児童たち　
3.演奏を披露する安川バンド

3

2

3

1. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する児童たち　2. 児童
代表の言葉を述べる小石原君
3.それぞれの思いを胸に校歌
斉唱を行う出席者たち

1

2

2

1. 合唱する児童たち　2.「溝
谷太鼓」の迫力ある演奏　
3. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する児童たち　4. 元気に
踊る「キッズソーラン」

1

3

4

市
内

１１
小
中
学
校
が
閉
校

　
　
　
　
地
域
と
歩
ん
だ
歴
史
に
幕

　
市
内
の
9
小
学
校
、
２
中
学
校
の
閉
校
式
が
３
月
に

開
か
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
長

い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
各
校
は
、
市
の
「
学
校

再
配
置
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
再
配
置
さ
れ
、
閉
校
し

た
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
だ
小
中
学
校
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

特　集

思
い
出
を
あ
り
が
と
う
―
。

　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

　春の陽気に包まれた4月8日、新生「網野
南小学校」で入学式が行われました。真新しい
ランドセルを背負った新１年生を満開の桜並木
がお出迎え。お父さん、お母さんと一緒に記念
撮影する姿があちこちで見られました。
　入学式の後、新入生たちは教室で先生から教
科書を受け取り、これから始まる学校生活に胸
を膨らませていました (下写真 )。
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川
上
小
学
校

海
部
小
学
校

佐
濃
小
学
校

鳥
取
小
学
校

黒
部
小
学
校

野
間
小
学
校

　
鳥
取
小
学
校
（
弥
栄
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
24
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
児

童
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど

多
く
の
出
席
者
が
見
守
る
中
、

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
児
童
代
表
の
田

邉
健
太
郎
君
が
「
僕
は
鳥
取
小

学
校
の
最
後
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
前
へ
進
ん
で
い

き
ま
す
。
大
き
く
成
長
さ
せ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
学
校

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
校
旗
が
児
童
代
表
か
ら

校
長
、
教
育
長
を
経
て
、
最
後

は
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
長

に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
思
い
出
の
詰
ま
っ

た
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

黒
部
小
学
校
（
弥
栄
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
21
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出

席
し
た
児
童
や
保
護
者
、
卒
業

生
な
ど
約
２
６
０
人
が
、
創
設

か
ら
１
４
０
年
続
い
た
伝
統
を

胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
地
域
主

催
行
事
「
あ
り
が
と
う　

黒
部

小
学
校
」
で
は
、
児
童
47
人
が

「
あ
り
が
と
う
黒
部
小
学
校
す

ば
ら
し
い
思
い
出
を
！
」
と
題

し
、
語
り
や
合
唱
を
披
露
。
マ

ラ
ソ
ン
大
会
や
学
習
発
表
会
な

ど
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
井

辺
区
の
太
神
楽
と
黒
部
区
の
踊

り
子
隊
が
登
場
。
勇
壮
な
舞
を

披
露
し
、
出
席
者
か
ら
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
歌
声
が
響
く
中
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

川
上
小
学
校
（
久
美
浜
町
）

の
閉
校
式
は
３
月
15
日
、
同
校

の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
や
卒
業
生
な
ど
多
く
の
出

席
者
が
、
明
治
７
年
か
ら
続
い

た
１
４
０
年
の
歴
史
を
顧
み
ま

し
た
。

　
児
童
代
表
の
言
葉
で
は
、
こ

の
春
卒
業
の
田
中
花
奈
海
さ
ん

が
、
運
動
会
や
児
童
会
活
動
の

思
い
出
を
発
表
。「
川
上
小
学

校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
高
龍

小
学
校
を
元
気
の
よ
い
挨
拶
で

い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
校
旗
が
児
童
代
表
か
ら
校

長
を
経
て
、
教
育
委
員
長
へ
、

最
後
に
学
校
の
設
置
者
で
あ
る

市
長
に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
学
び
や
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。

1. 出席者全員で校歌を斉唱
2. 校旗返納に当たり、校旗
を披露する児童たち　3. 高
龍小学校に進む在校生を激励
する田中さん

　

海
部
小
学
校
（
久
美
浜
町
）

の
閉
校
式
は
３
月
23
日
、
同
校

の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど

約
１
１
０
人
の
出
席
者
が
見
守

る
中
、
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
「
地
域
お
別

れ
会
」で
は
、全
校
児
童
53
人
が
、

学
校
で
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出

や
、
学
校
行
事
で
学
ん
だ
こ
と
、

地
域
と
の
取
り
組
み
な
ど
を
語

り
で
発
表
。
続
い
て
童
謡
「
ふ

る
さ
と
」
を
気
持
ち
を
込
め
て

合
唱
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
の
歴
史
を
紹
介

す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映

や
、
あ
ま
べ
っ
こ
太
鼓
に
よ
る

演
奏
も
あ
り
、
会
場
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
歌
声
を
響
か
せ
て
、
最
後
の

思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

佐
濃
小
学
校
（
久
美
浜
町
）

の
閉
校
式
は
３
月
22
日
、
同
校

の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
や
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど

約
１
０
０
人
の
出
席
者
が
見
守

る
中
、
明
治
６
年
か
ら
続
い
た

１
４
１
年
と
い
う
歴
史
の
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　
地
域
主
催
「
学
校
お
別
れ
会
」

で
は
、
児
童
が
「
佐
濃
小
で
の

思
い
出
」
を
発
表
。
１
年
～
６

年
ま
で
の
６
人
が
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
の
思
い
出
を
綴
っ
た

作
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
続

い
て
、
卒
業
生
も
登
壇
し
、
学

校
の
プ
ー
ル
で
行
っ
た
コ
イ
や

ウ
ナ
ギ
つ
か
み
、
権ご

ん

現げ
ん

山さ
ん

登
山

な
ど
懐
か
し
い
思
い
出
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
の
歴
史
を
紹
介

す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映

や
久
美
の
浜
太
鼓
の
演
奏
も
あ

り
、
会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

野
間
小
学
校
（
弥
栄
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
23
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
約

１
５
０
人
が
出
席
し
て
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
地
域
主
催

行
事
「
お
別
れ
会
」
で
は
、
４

人
の
全
校
児
童
が
「
ふ
る
さ

と
野
間
も
の
が
た
り
」
を
発

表
。
地
域
の
お
年
寄
り
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
作
成
し
た
ス
ラ

イ
ド
で
、
野
間
の
人
た
ち
の
暮

ら
し
や
伝
統
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
や
地
域
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
合
唱
で
表
現
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
卒
業
生
３
人
も
登

場
し
、
文
化
祭
典
な
ど
、
懐
か

し
い
学
校
で
の
思
い
出
を
語
り

ま
し
た
。

　
最
後
は
、全
員
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
。
１
４
０
年
余
り
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

1. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する児童たち　2. ふるさ
と野間ものがたりを発表する
児童たち　3. 出席者全員で校
歌を斉唱

1

3

2

1. 出席者全員で校歌を斉唱
2.久美の浜太鼓の演奏　3. 校
旗返納に当たり、校旗を披露
する児童たち　4. スライド
ショーで学校の歴史を紹介

1

3

4

2

1. 出席者全員で校歌を斉唱
2. 学校や地域への感謝の言
葉を述べる田邉君　3. 校旗返
納に当たり、校旗を披露する
児童たち

1

3

2

1. 出席者全員で校歌を斉唱
2. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する児童たち　3～4.黒
部区の踊り子隊、井辺区の太
神楽が勇壮な舞を披露

1

3

2

4

1. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する児童たち　2.ＰＴＡが
作成した閉校記念オルゴールを
展示　3. 全校児童による合唱
4.あまべっこ太鼓による演奏

1

3

4

2

1

2

3
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間
人
中
学
校

宇
川
中
学
校

　
間
人
中
学
校
（
丹
後
町
）
の

閉
校
式
は
３
月
24
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出

席
し
た
生
徒
を
は
じ
め
、
保
護

者
や
卒
業
生
な
ど
が
、
昭
和
22

年
か
ら
67
年
間
続
い
た
歴
史
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
代
表
の
吉

田
詳よ

し

啓ひ
ろ

君
が
、
合
唱
祭
で
の
思

い
出
や
地
域
の
方
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、「
丹
後

中
学
校
で
は
、
宇
川
中
の
生
徒

と
共
に
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

を
築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
在
校

生
を
激
励
し
ま
し
た
。続
い
て
、

同
校
の
校
旗
が
学
校
の
設
置
者

で
あ
る
市
長
に
返
納
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
は
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
区
長
や
生

徒
代
表
に
よ
る
閉
校
記
念
碑
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宇
川
中
学
校
（
丹
後
町
）
の

閉
校
式
が
３
月
24
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
生

徒
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
地
域

住
民
な
ど
多
く
の
出
席
者
が
見

守
る
中
、
67
年
と
い
う
歴
史
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
生
徒
代
表
の
木

本
済わ

た
る

君
が
、
体
育
祭
や
合
唱

祭
、
駅
伝
大
会
な
ど
の
行
事
を

振
り
返
り
、
応
援
し
て
く
れ
た

地
域
の
方
へ
の
感
謝
を
述
べ
る

と
と
も
に
、「
先
輩
方
が
築
い

た
伝
統
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を

誇
り
に
、
胸
を
張
っ
て
丹
後
中

学
校
で
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
同
校
の
校
旗
が
学
校
の
設

置
者
で
あ
る
市
長
に
返
納
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
は
、
出
席
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
学
校
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

1

1. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する生徒代表（左）　2. 校
歌を斉唱する生徒たち　3. 学
校や地域への感謝を述べる生
徒代表の木本君

3

2

1. 閉校記念碑除幕式で記念
碑を披露する区長ら　2. 生徒
代表の言葉を述べる吉田君　
3. 校旗返納に当たり、校旗を
披露する生徒たち

1

3

2

網野南小学校

◆明治８年－網野小学校創立
◆昭和 58 年－網野南小学校（郷小学校新
庄分校を統合し、旧校舎を仮校舎として）
開校
◆平成４年－網野南小学校創立 10 周年記
念式典挙行、生活科研究発表会
◆平成 15 年－創立 20 周年大運動会を実
施（オリンピック選手志水見千子氏招待）
◆平成 16 年－京丹後市立網野南小学校と
なる。
◆平成 24 年－創立 30 周年記念事業挙行

（オリンピック選手高谷惣亮氏招待）
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立網野南小学校閉校

郷小学校

◆明治 7 年－明光寺を仮校舎として郷校
（第 3 大学区第 9 中学区郷学校）創立
◆昭和 25 年－町村合併により、網野町立
郷小学校と改称
◆昭和 58 年－網野小学校の 2 校分割に伴
い新庄分校が廃止され、網野南小学校に統
合される。
◆平成 16 年－六町合併により京丹後市誕
生、京丹後市立郷小学校と改称
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立郷小学校閉校

黒部小学校

◆明治６・７年頃－堂地にある辻堂の三方
を囲い校舎として教授を始める
◆昭和 16 年－第６学年が国民学校本校に
統合され、第５学年以下の５学級となり、
弥栄国民学校深田分校となる
◆昭和 22 年－国民学校制度改正　分校が
廃止され、黒部小学校となる
◆昭和 30 年－弥栄町誕生により、弥栄町
立黒部小学校となる。
◆平成２年－文部省体力作り推進校（３年
間）に指定。
◆平成 16 年－京丹後市立黒部小学校と改
称する
◆平成 26 年３月－京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立黒部小学校閉校

溝谷小学校

◆明治７年－明治５年の小学校令により溝
谷小学校設立
◆昭和８年－溝谷、吉野、深田、鳥取、合
併し弥栄村になる。弥栄村立溝谷尋常小学
校と改称
◆昭和 22 年－６・３制実施、弥栄村立溝
谷小学校として独立
◆昭和 30 年－野間村を合併、弥栄町とな
り、弥栄町立溝谷小学校となる
◆平成 13 年－文部科学省弥栄町地域指定
エイズ教育 ( 性教育 ) 研究発表会開催
◆平成 26 年３月－京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立溝谷小学校閉校

鳥取小学校

◆明治７年－鳥取・井辺両村で鳥取校、和
田野・木橋両村で和田野校開校
◆明治 22 年－三村合併により鳥取村が誕
生し「鳥取尋常小学校」となる。
◆昭和 22 年－弥栄村立鳥取小学校と改称。
◆昭和 54 年－新校舎竣工
◆平成 23 年－京都府教育委員会指定平成
22・23 年度「京の子ども、夢・未来校（教
育課題対応校）」研究発表会開催
◆平成 26 年３月－京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立鳥取小学校閉校

海部小学校

◆明治７年－学制の公布により東岳寺に友
重学校、妙泉寺に芦原学校を開設する。
◆明治 19 年－ 校名を橋爪尋常小学校と改
称する
◆明治 25 年－校名を海部尋常小学校と改
称する
◆昭和 30 年－久美浜町合併により久美浜
町立海部小学校となる。
◆昭和 51 年－記念誌「海部小学校百年の
歩み」発行。
◆昭和 62 年－校舎完成、竣工式。記念誌
発行。
◆平成 7 年－創立 120 周年記念式典。
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立海部小学校閉校

野間小学校

◆明治７年－延命寺に教師を招き教育を実
施
◆昭和 22 年－学制改革により野間村立野
間小学校と改称
◆昭和 23 年－竹野郡に編入、竹野郡野間
村立野間小学校と改称
◆昭和 30 年－弥栄町と合併、弥栄町立野
間小学校と改称
◆平成 16 年－丹後６町の合併により京丹
後市立野間小学校と改称
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立野間小学校閉校

川上小学校

◆明治７年－須田校開校　市野々校（正福
寺）布袋野校（大家）校　布袋野校（導場）
校開設
◆昭和 22 年－ 6・3・3 制により、高等
科を廃し、川上小学校と改称する
◆昭和 49 年－川上小学校創立 100 周年
の諸行事を行う
◆平成８年－川上小学校 120 周年記念式
典を開催する
◆平成 26 年３月－京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立川上小学校閉校

宇川中学校

◆昭和 22年－学制改革 (６ ･３制 )に
伴い、京都府竹野郡上宇川村 ･下宇川
村 ･竹野村組合立宇川中学校として発
足
◆昭和 24年－京都府竹野郡組合立間
人中学校宇川分校と改称
◆昭和 32年－丹後町立宇川中学校と
して独立発足
◆平成 4年－文部省「道徳教育推進校」
指定
◆平成 16年－町村合併により京丹後
市立宇川中学校となる
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立宇川中学校小学校閉校

佐濃小学校

◆明治６年－野中校設立
◆明治 20 年－野中尋常小学校となる
◆明治 22 年－上佐濃尋常小学校・下佐濃
尋常小学校となる
◆昭和 16 年－上佐濃、下佐濃国民学校と
改称
◆昭和 26 年－佐濃村合併により、佐濃村
立佐濃南小学校、同佐濃北小学校と改称
◆昭和 33 年－久美浜町に合併し、久美浜
町立佐濃南小学校、同佐濃北小学校と改称
◆昭和 42年－両校統合し久美浜町立
佐濃小学校となる
◆平成 26年３月－京丹後市学校再配
置事業により、京丹後市立佐濃小学校
閉校

間人中学校

◆昭和 22年－組合立間人中学校、豊
栄中学校として発足
◆昭和 24年　組合立間人中学校、豊
栄中学校、組合立宇川中学校を合併し、
組合立間人中学校として新発足
◆昭和 30年－町村合併により丹後町
立間人中学校と改称
◆昭和 33年－十周年記念式典、記念
運動会を開催
◆ 平 成 1 6 年 － 丹 後 ６ 町 が 合 併「 京 丹
後市」誕生、「京丹後市立間人中学校」
となる
◆平成 26 年 3 月ー京丹後市学校再配置事
業により京丹後市立間人中学校閉校

沿革史
（概要）

京丹後市立
１１小・中学校

1
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弥
栄
小
学
校

高
龍
小
学
校

丹
後
中
学
校

網
野
南
小
学
校

溝谷小学校

市内 11小中学校
校　歌

川上小学校 野間小学校 黒部小学校 鳥取小学校

宇川中学校 間人中学校 佐濃小学校 海部小学校

郷小学校 網野南小学校

依
遅
が
尾
の
　
峰
か
が
や
き
て

竹
野
川
　
豊
か
に
流
る

今
　
学
び
舎
に

敬
愛
の
　
心
ひ
ろ
が
り

信
頼
の
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る

あ
あ
　
わ
れ
ら
の
丹
後
中
学

景
勝
の
　
丹
後
松
島

黒
松
の
　
姿
の
凛
凛
し

今
　
学
び
舎
に

揺
ぎ
な
き
　
こ
こ
ろ
ざ
し
抱
き

鍛
え
あ
う
　
声
の
と
び
交
う

あ
あ
　
わ
れ
ら
の
丹
後
中
学

悠
久
の
　
歴
史
は
つ
づ
き

繋
ぎ
ゆ
く
　
い
の
ち
尊
ぶ

今
　
学
び
舎
に

学
び
合
い
　
高
み
を
め
ざ
し

明
日
へ
の
　
夢
を
育
む

あ
あ
　
わ
れ
ら
の
丹
後
中
学

　

溝
谷
、
鳥
取
、
黒
部
、
野
間

の
４
小
学
校
の
再
配
置
に
よ
り
、

鳥
取
小
学
校
の
校
舎
を
使
用
し

て
誕
生
し
た
「
弥
栄
小
学
校
」

の
開
校
式
が
４
月
７
日
、
同
校

の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
た
な
校
旗
が

披
露
さ
れ
（
写
真
左
上
）、
大

西
寛
治
校
長
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
し
い
校
歌
の

作
詞
者
と
作
曲
者
、
校
章
の
制

作
者
に
米
田
教
育
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
児
童
代
表
の
山

添
捺
希
さ
ん
（
６
年
）、
吉
㟢
彩

さ
ん（
６
年
）、影
井
悠
人
君（
６

年
）、
井
上
颯そ
う

真ま

君
（
６
年
）
の

４
人
が
登
壇（
写
真
左
下
）。「
み

ん
な
で
協
力
し
て
、
仲
良
し
で

明
る
い
弥
栄
小
学
校
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
、
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

川
上
、
海
部
、
佐
濃
の
３
小

学
校
の
再
配
置
に
よ
り
、
旧
高

龍
中
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て

誕
生
し
た
「
高
龍
小
学
校
」
の

開
校
式
が
４
月
７
日
、
同
校
の

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
た
な
校
旗
が

披
露
さ
れ
（
写
真
左
上
）、
古

橋
克
彦
校
長
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
し
い
校
歌
の

作
詞
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
児
童
代
表
の
中
村

遥
さ
ん
（
６
年
）、
仲
原
大た
い

貴き

君
（
６
年
）、岸
本
葵
さ
ん
（
６

年
）
の
３
人
が
登
壇
。「
今
僕

た
ち
は
、
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
１
４
１
人
の
仲
間
と

共
に
、
誰
に
で
も
誇
れ
る
学
校

を
築
い
て
い
き
ま
す
」
と
力
強

く
宣
言
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
（
写
真
左
下
）。
新
た
な
歴

史
の
幕
明
け
を
喜
び
ま
し
た
。

　
間
人
、
宇
川
の
２
中
学
校
の

再
配
置
に
よ
り
、
間
人
中
学
校

の
校
舎
を
使
用
し
て
誕
生
し

た
、「
丹
後
中
学
校
」
の
開
校

式
が
４
月
８
日
、
同
校
の
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
新
た
な
校
旗
が

披
露
さ
れ
（
写
真
左
上
）、
岡

井
龍
彦
校
長
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
し
い
校
歌
の

作
詞
者
と
作
曲
者
、
校
章
の
制

作
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
生
徒
代
表
の
下
戸

あ
や
な
さ
ん
（
３
年
）
が
「
丹

後
中
学
校
の
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
、
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
輝

け
る
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
に

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
（
写
真
左
下
）。

　
最
後
は
、
校
歌
を
全
員
で
斉

唱
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

網
野
南
、
郷
小
の
再
配
置
に

よ
り
、
網
野
南
小
学
校
の
校
舎

を
使
用
し
て
新
た
に
誕
生
し
た

「
網
野
南
小
学
校
」
の
開
校
式

が
４
月
７
日
、
同
校
の
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
た
な
校
旗
が

披
露
さ
れ
（
写
真
左
上
）、
西

垣
豊
和
校
長
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
し
い
校
歌

の
作
詞
者
で
あ
る
澤
吉
博
さ
ん

（
網
野
町
）、
作
曲
者
の
清
水
道

子
さ
ん
（
大
宮
町
）
に
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
児
童
代
表
の
藤
本
直

哉
君
（
６
年
）
が
「
閉
校
し
た

両
校
の
良
い
所
を
生
か
し
、
全

校
児
童
２
３
８
人
で
明
る
い
学

校
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力

強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
新
し
い
校
歌
を
全

員
で
斉
唱
（
写
真
左
下
）。
新
た

な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま

し
た
。

丹後中学校 校歌
作詞：山副美佐子
作曲：丸田のりこ

朝
日
に
映
え
る
　
高
龍
寺

岳
よ
り
高
い
　
希
望
わ
く

幸
せ
を
呼
ぶ
　
青
い
そ
ら

願
い
に
応
え
　
日
々
励
む

大
志
を
抱
く
　
高
龍
児

緑
織
り
な
す
　
山
な
み
の

す
そ
野
育
む
　
清
い
水

豊
か
に
実
る
　
稲
穂
揺
れ

里
の
恵
み
の
　
精
受
け
て

明
日
を
拓
く
　
高
龍
児

光
く
ま
な
く
　
花
は
咲
く

春
風
つ
つ
む
　
学
び
舎
で

み
ん
な
楽
し
く
　
手
を
つ
な
ぎ

夢
に
向
か
っ
て
　
学
び
あ
う

未
来
へ
は
ば
た
く
　
高
龍
児

高龍小学校 校歌
作詞：濵岡　　均
作曲：藤原　哲也

金
剛
童
子
は
　
霧
晴
れ
て

光
あ
ふ
れ
る
　
朝
の
窓

こ
こ
に
希
望
の
　
胸
を
は
り

世
界
へ
夢
を
　
ひ
ろ
げ
つ
つ

学
ぼ
う
　
弥
栄
小
学
校

竹
野
川
を
　
越
え
て
く
る

風
さ
わ
や
か
に
　
巡
る
庭

こ
こ
に
笑
顔
を
　
交
し
あ
い

知
恵
と
勇
気
を
　
は
ぐ
く
ん
で

伸
び
よ
う
　
弥
栄
小
学
校

歴
史
さ
さ
や
く
　
ふ
る
さ
と
の

新
た
な
虹
を
　
呼
ぶ
と
こ
ろ

こ
こ
に
努
力
を
　
か
さ
ね
あ
い

ま
だ
見
ぬ
明
日
へ
　
た
く
ま
し
く

は
ば
た
け
　
弥
栄
小
学
校

弥栄小学校 校歌
作詞：朝倉　　修
作曲：安達　朋博

緑
し
た
た
る
　
銚
子
山

歴
史
の
丘
に
　
守
ら
れ
て

強
く
や
さ
し
く
　
た
く
ま
し
く

肩
く
み
あ
っ
て
　
生
き
て
い
く

か
た
い
絆
の
　
南
小

朝
日
か
が
や
く
　
福
田
川

さ
や
か
な
流
れ
　
友
と
し
て

明
る
い
あ
す
を
　
築
く
た
め

手
を
と
り
あ
っ
て
　
生
き
て
い
く

夢
が
は
ば
た
く
　
南
小

網野南小学校 校歌
作詞：澤　　吉博
作曲：清水　道子

新たな歴史のスタート
網野南小・弥栄小・高龍小・丹後中が開校
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丹
後
の
美
し
い
自
然
、
風
景
、
伝
統
文
化
な
ど
が
、
農
業
と
農
村
に
果

た
す
役
割
を
再
認
識
し
、
こ
の
環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
、
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
丹
後
支
部
（
弥
栄
町
吉
沢
）
が
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
応
募
作
品
47
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た

作
品
を
撮
影
者
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

『孫と一緒に田植』
銅賞

撮
場
平林　清

せいいち

市さん（弥栄町井
いのべ
辺）

弥栄町黒部
孫と一緒に田植が出来る喜びを
目線で表現しました。

『桃に命を』
銀賞

撮
場

糸井　洋さん（宮津市須津）

久美浜町
受粉作業です。

『たんぼの中の力作』
金賞

力作が稲の成長を見守っている。撮 場藤村　真一さん（峰山町丹波）　　丹後町筆
ふ で し

石 撮
場

…撮影者
…撮影場所

丹
後
「
農
業
・
農
村
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

第 13 回

丹後町袖志

久美浜町平田

久美浜町永
ながどめ

留盆花の出荷

干柿

耕す

大宮町常
つねよし

吉カボチャ大好き

丹後町竹
た か の

野しっかり育てよ…

場
撮

家族で水とたのしむ姿がすばらしい。

特別賞
『涼を求めて』

小北 健一さん（峰山町石丸）

峰山町御
お た び

旅

入  選

平林 治男さん（久美浜町甲
こうやま

山）

『盆花の出荷』
撮

谷口 巌さん（久美浜町永
ながどめ

留）

『干柿』
撮

岡田 良弘さん（峰山町荒山）

『カボチャ大好き』
撮

本合 達雄さん（舞鶴市南田辺）

『しっかり育てよ…』
撮

坪倉 義英さん（弥栄町鳥取）

『耕す』
撮

補植をされている姿が、苗
一本一本にしっかり育てよ
と祈る気持ちが伝わった。
田んぼの向こうは海と空の
夕景、タイミングも良かった
と思う。

　「京丹後市の農業・農村」を基本テーマに、農業の営みや農業者の姿、
くらし、祭りの風景を収めた写真（作品）を募集します。

*****  募集期間：６月上旬～12月下旬（予定）  *****
問：京都府土地改良事業団体連合会丹後支部（☎ 65-0012）

第 14 回 丹後「農業・農村」写真コンクール作品募集

猛暑の中、必死です。

カボチャを抱いて喜んで
いる少年。

正月までには白い粉をふ
いて美味しくなるでしょ
う。

棚田の畦ぎわは耕運機が
近寄れない。農婦は力強
く又鍬を振り上げ耕して
いる。

丹後町袖志
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市制
「
市
制
施
行
10
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催

中
山
市
長
、
感
謝
の
意
と
今
後
の
決
意
を
誓
う

　

式
典
で
中
山
市
長
は
「
新
市

誕
生
後
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
真
に
豊
か
な
京

丹
後
の
創
造
に
向
け
た
取
り
組

み
を
振
り
返
り
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
国
や
府
、
関
係
者

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
か
ら

来
年
に
か
け
て
京
阪
神
・
北
陸
・

中
京
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛

躍
的
に
向
上
す
る
“
北
近
畿
新

時
代
”
を
迎
え
る
節
目
に
、
市

民
全
員
総
参
加
に
よ
る
『
和
の

　
平
成
16
年
４
月
、
６
町
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
京
丹
後
市
。
本
年
４
月
で

市
制
施
行
10
年
を
迎
え
た
１
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
、
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

㊤
峰
山
高
書
道
部
が
ス
テ
ー
ジ
で
祝
い

の
書
を
披
露
㊧
式
典
で
関
係
者
ら
を
前

に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
述

べ
る
中
山
市
長

行政

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し

総
合
窓
口
案
内
担
当
者
を
設
置

　
市
で
は
、
親
切
な
市
役
所
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
峰
山
庁
舎
に
「
総
合
窓
口
案
内

担
当
者
」
を
試
行
的
に
配
置
し
て

い
ま
す
。

　
総
合
窓
口
案
内
担
当
者
の
配
置

に
よ
り
、
来
庁
者
へ
の
声
掛
け
や

用
件
の
聞
き
取
り
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
市
役

所
内
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
課
題

や
問
題
点
な
ど
を
市
民
目
線
で
洗

い
出
す
と
と
も
に
改
善
を
加
え
、

さ
ら
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
』を
再
発
進
し
、『
市

民
総
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
』
を

着
実
に
進
め
て
い
く
」
と
展
望

を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
に
よ
る
祝
辞
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
峰
山
高
校
書
道
部
７
人
が

10
周
年
を
記
念
し
、
横
断
幕
に

よ
る
祝
い
の
書
を
披
露
し
ま
し

た
。
部
長
の
吉
村
彩あ

む夢
さ
ん（
３

年
）は「
線
が
や
せ
る
こ
と
な
く
、

太
く
存
在
感
を
表
現
し
た
。
私

た
ち
も
お
祝
い
の
気
持
ち
を
た

く
さ
ん
込
め
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

京丹後市フィールドミュージアム（5月～10月）
　市全域をミュージアム（博物館）として、体験・見学・展示会などを開催します。

市制10周年記念式典（11月上旬）
　本市の歩みを振り返るとともに、さらなる飛躍・発展に向けて、式典を開催します。

京丹後花月（仮称）
　一芸や漫才、落語など市民の皆さんの芸を披露してもらいます。

松本重太郎100年 project シンポジウム・展示会（秋頃）
　重太郎翁の偉大な功績、起業精神など紹介するシンポジウムを大阪市内で開催します。

大相撲　京丹後場所（10月19日）
　市内初となる大相撲京丹後場所を開催します。

主な10周年記念事業

安全安心

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

電
波
や
水
質
調
査
を
実
施

　
防
衛
省
は
、
レ
ー
ダ
ー
の
環
境

へ
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
、
２

月
の
騒
音
調
査
に
続
き
、
３
月
19

日
、
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
周
辺
で
電

波
（
電
磁
界
強
度
）
と
水
質
に
関

す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
電
波
調
査
は
、
配
備
予
定
地
の

正
面
に
当
た
る
沖
合
１
０
０
㍍
の

海
上
と
基
地
に
隣
接
す
る
袖
志
と

尾
和
の
２
地
区
で
実
施
。水
質
は
、

袖
志
と
尾
和
の
２
地
区
の
海
水
を

採
取
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

海水を採取する作業員ら

　

会
場
で
は
、
10
周
年
の
記
念

事
業
の
紹
介
後
、
市
歌
の
斉
唱

が
行
わ
れ
、
節
目
を
祝
い
ま
し

た
。

峰山庁舎1階に新設の総合窓口
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10周年記念

日
本
相
撲
協
会
と
大
相
撲
京
丹
後
場
所
実
行
委
委
員
会
が
契
約

10
・
19
「
大
相
撲
京
丹
後
場
所
」
開
催

　
「
大
相
撲
京
丹
後
場
所
」
に
関
す

る
契
約
調
印
式
が
４
月
16
日
、
京

丹
後
市
役
所
で
行
わ
れ
、
今
秋
10

月
19
日
に
大
宮
社
会
体
育
館
で
開

か
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
大
相
撲
京
丹
後
場
所
実
行

委
員
会
の
沖
田
康
彦
会
長
（
市
商

工
会
長
）
と
日
本
相
撲
協
会
巡
業

部
の
北
陣
親
方
（
元
麒
麟
児
）
が

契
約
書
に
調
印
し
、
立
ち
会
っ
た

中
山
市
長
の
３
人
が
成
功
を
誓
っ

て
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

沖
田
会
長
は
「
市
民
と
一
緒

に
な
っ
て
成
功
に
向
け
て
頑
張
っ

市
行
政
へ
の
不
当
要
求
な
ど
の
対
策
と
し
て

行
政
対
応
対
策
専
門
員
を
設
置

　
市
で
は
、
市
行
政
に
対
す
る
不

当
な
要
求
や
言
動
等
に
対
応
す
る

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
行

政
対
応
対
策
専
門
員
を
峰
山
庁

舎
総
務
課
内
に
配
置
し
ま
し
た
。

　
不
当
な
要
求
等
に
よ
り
、
本
来

業
務
へ
の
支
障
を
防
ぐ
た
め
の
も

の
で
、専
門
員（
非
常
勤
職
員
）は
、

そ
の
対
策
に
当
た
る
ほ
か
、
職
員

の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

助
言
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
任
期
は
、
１
年
間
で
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
。

「
京
丹
後
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
５
弾
）」
を
開
催

公
庫
の
総
合
力
で
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト

商工業
　
京
丹
後
か
ら
京
都
北
部
・
北
近

畿
の
経
済
活
性
化
を
考
え
る
「
京

丹
後
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
」

が
３
月
26
日
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉

翠
苑
で
開
催
さ
れ
、
府
北
部
地
域

の
事
業
者
や
市
民
ら
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
５
回
目
の
テ
ー
マ

は
「
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
見
た

最
近
の
中
小
企
業
の
動
向
と
支
援

策
」。
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

豊
永
厚
志
代
表
取
締
役
専
務
取

締
役
が
講
師
を
務
め
、
約
１
時
間

に
わ
た
り
、
公
庫
が
実
施
し
て
い

る
金
融
支
援
、
女
性
企
業
家
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
利
用
が
増
加
す
る
創

業
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
紹
介
の

ほ
か
、
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
規
就
農
者
へ
の
融
資
や
農

業
法
人
へ
の
出
資
に
関
す
る
業

務
や
中
小
企
業
の
景
気
動
向
な

ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。　

豊
永
さ
ん
は
、「
公
庫
の
総
合

力
（
国
民
生
活
／
農
林
水
産

／
中
小
企
業
の
３
事
業
が
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
資
源
）
を
活

用
し
、
地
域
や
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
、
企
業
の
取
り
組
み
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

講演を行う豊永厚志さん

まちづくり

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
支
援

　
少
子
高
齢
化
や
雇
用
機
会
の
確

保
な
ど
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
で
解
決
を
目
指

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
。
そ

の
活
動
に
必
要
な
支
援
策
や
推
進

方
法
な
ど
を
定
め
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
条
例
」
が
平

成
26
年
３
月
定
例
会
で
可
決
（
４

月
１
日
施
行
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
は
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進

む
集
落
な
ど
で
は
、
従
来
の
地
域

団
体
や
住
民
組
織
だ
け
で
は
、
必

要
な
人
材
の
確
保
や
事
業
の
採
算

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
、
北
陣
親
方
は
「
横
綱
の
土
俵

入
り
や
力
士
と
触
れ
合
え
る
コ
ー

ナ
ー
、『
初し

ょ
っ
き
り切

』
や
『
相す

も
う
じ
ん
く

撲
甚
句
』、

『
櫓や

ぐ
ら

太だ
い
こ鼓

』
の
実
演
な
ど
も
あ
り
、

本
場
所
で
は
見
ら
れ
な
い
相
撲
の

醍だ
い
ご
み

醐
味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
制
10
周
年

記
念
事
業
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
、
39
の
団
体
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
が
主
催
。
白
鵬
、
日
馬
富

士
、
鶴
竜
の
３
横
綱
を
は
じ
め
と

す
る
約
１
５
０
人
の
力
士
が
訪
れ

る
予
定
で
す
。
１
７
３
０
席
用
意

さ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
は
１
席
１
万
～

１
万
４
千
円
で
、
６
月
上
旬
か
ら

販
売
予
定
。

京丹後場所の成功を誓い握手を交わす北陣親方（中央）と
沖田康彦大相撲京丹後場所実行委員会長（右）、中山市長

行政

性
等
活
動
の
持
続
が
で
き
な
い
現

状
を
踏
ま
え
、
人
材
や
知
識
を
豊

富
に
有
す
る
関
係
機
関
や
大
学
等

と
連
携
・
協
力
に
よ
り
展
開
し
て

い
け
る
よ
う
策
定
。同
時
に
起
業・

事
業
実
施
時
の
資
金
援
助
、
事
業

計
画
・
立
案
に
係
る
専
門
家
の
派

遣
な
ど
を
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
応
援
制
度
」も
創
設
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
支
援
体

制
を
整
備
し
ま
し
た
。

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

峰山庁舎総務課内に新設
の行政対応対策窓口
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　２年に１度の市消防団員の異動に伴う「京丹後市消防団辞令交付式」が４月
8日、アミティ丹後（網野町）で開かれました。新幹部や新入団員ら228人
が出席し、新体制の下、防火・防災への決意を新たにしました。

まちづくり

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
が
交
代

小
牧
文
麿
さ
ん
を
選
任

　

市
は
、
地
域
の
特
性
や
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
地
域
自
治
活
動
な

ど
を
活
性
化
し
、
地
域
に
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、「
地
域

医療

市
立
病
院
経
営
改
善
専
門
委
員

葊
野
勇
夫
さ
ん
を
再
任

　

市
立
病
院
経
営
改
善
専
門
委

員
に
葊
野
勇
夫
さ
ん
（
峰
山
町

【再任】

葊野　勇夫 さん

杉
谷
）
を
再
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
。

　

市
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
分
析
を
行
い
、
医
療
施
策
の

動
向
に
沿
っ
た
専
門
的
な
助
言
・

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小牧　文麿さん
（大宮市民局配置）

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」
を
６

市
民
局
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
大
宮

町
の
推
進
員
が
交
代
し
、
新
た

に
小
牧
文ふ

み

麿ま
ろ

さ
ん
（
大
宮
町
奥

大
野
）
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
局
と
一
緒
に
、
市
民
目
線

で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
り
の
職

務
に
当
た
り
ま
す
。

消防
新幹部や新入団員ら２28人が参加

１６60人の新体制で決意新たに

京
丹
後
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国
に
発
信

通
販
サ
イ
ト
「
京
丹
後
ｓ
ｇ
」
が
オ
ー
プ
ン

商工業
　
市
の
魅
力
と
と
も
に
、
地
域
の

特
産
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹

介
・
販
売
す
る
通
販
サ
イ
ト
「
京

丹
後
ｓ
ｇ
」
が
、
３
月
27
日
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。「
京
丹
後
ｓ
ｇ
」

は
、
市
内
事
業
者
の
販
路
開
拓
と

販
売
促
進
を
支
援
す
る
た
め
市
が

開
設
し
た
も
の
で
、
応
募
商
品
の

中
か
ら
毎
月
10
品
目
を
選
定
し
掲

載
を
予
定
。
初
回
は
、
丹
後
ち
り

め
ん
の
風
呂
敷
や
ば

ら
ず
し
セ
ッ
ト
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

10
品
目
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
。
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
出
品
者

の
ほ
か
、
こ
の
通
販

内覧会で商品説明を行う出品者

サ
イ
ト
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｓ
ｇ
」
を

創
設
し
た
佐
賀
県
武
雄
市
の
担
当

者
も
出
席
し
、
出
展
者
は
少
額
の

経
費
で
出
品
で
き
作
業
負
担
も
少

な
い
な
ど
、
同
サ
イ
ト
の
特
徴
と

今
後
の
事
業
展
望
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
後
の
内
覧
会
で
は
、

販
売
商
品
の
展
示
や
試
食
が
行
わ

れ
、
出
品
者
に
よ
る
こ
だ
わ
り
商

品
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

    

通
販
サ
イ
ト

h
ttp

://k
yo

ta
n
g
o
.ja

p
a
n
-sg

.jp
/

    

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

h
ttp

://
w

w
w

.fa
c
e
b

o
o

k
.c

o
m

/

k
yo

ta
n
g
o
sg

大
宮
サ
イ
ト
４
・
11
、
網
野
サ
イ
ト
７
月
下
旬
稼
働

「
市
民
太
陽
光
発
電
所
」
が
完
成

環境
　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
社
会
・
産
業

基
盤
の
好
循
環
を
形
成
し
、
災
害

に
強
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
整
備
を
進
め

て
き
た
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
が

市
内
２
カ
所
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
電
所
は
、
市
民
太
陽
光

発
電
所
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
事

業
基
金
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
固

定
価
格
買
取
制
度
に
基
づ
き
市

が
直
接
運
営
す
る
府
内
初
の
施
設

で
、
大
宮
サ
イ
ト
で
は
４
月
11
日

に
電
力
網
へ
の
接
続
が
完
了
。
同

月
15
日
、
開
所
式
が
執
り
行
わ

れ
、
一
般
電
力
会
社
へ
の
電
力
供

給
（
売
電
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
網
野
サ
イ
ト
は
、
引
き

続
き
電
力
網
へ
の
接
続
調
整
を
進

め
、
７
月
下
旬
の
接
続
・
稼
働
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
新
グ
リ
ー
ン
経
済
の
構

築
を
掲
げ
、
地
域
経
済
の
発
展
と

大宮サイトでの発電電力を使用した点灯式
（4月15日大宮サイト開所式で）

豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
展
開
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
施
策
は
そ
の

中
心
的
な
役
割
り
を
担
い
、
発
電

所
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の

贈
り
物
と
し
て
、
ま
た
京
丹
後
の

未
来
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
基
本
方
針
を
道み

ち

標し
る
べと
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
発

電
所
の
開
所
を
一
里
塚
と
し
て
、

地
域
全
域
で
の
取
り
組
み
を
目
指

し
て
、
引
き
続
き
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
売
電
収
益
の
一
部
は
、
補
助
支
援

制
度
や
相
談
会
の
開
催
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
が
行
う
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
普
及
に
活
用
し
ま
す
。

※
施
設
概
要
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

社会体育

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
が
答
申

「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
都
」
創
造
へ
多
面
的
な
施
策
展
開
を

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を

目
指
し
策
定
し
た
京
丹
後
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
（
平
成
20
年
度

～
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
を
審
議
し
て
き
た
「
京
丹
後

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
」（
長

尾
国く

に

顕あ
き
会
長
）
が
３
月
19
日
、
小

松
慶
三
教
育
委
員
長
に
答
申
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
策
定
の
推
進
計

画
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平

　式では、道
ど う け

家徹
て つ し

司団長が指導員以上の幹部１０２人と新入団員
１６１人に辞令を交付。新入団員を代表して柿本達郎さん（久美浜
町十楽、久美浜第 1 分団第１部所属）が「規則を遵守し、忠実に消
防の義務を遂行します」と力強く宣誓しました。
　道家団長は「我々の職務は、市民の生命・財産を守ることであり、
団員が同じ目的に向かっていくことは、時代や体制が変わっても同
じ。1660人の団員が一致団結し、職務を全うしよう」と訓示しました。
　また、永年勤続退団者らには感謝状が贈られ、前団長の羽賀義昌
さん（弥栄町野中）が「信頼し合える仲間たちと汗を流し、酒を酌
み交わし、時には涙を流し築いた絆のもと、地域を守る役割を少し
でも果たせた事は誇りです。消防団には、今後も地域防災の要

かなめ

とし
て、市民の期待に応えてください」と謝辞を述べました。

㊤「市民の生命・財産を守るという職務を全うしよ
う」と幹部らに呼び掛ける道家団長㊦紺色の活動服
で辞令交付式に参加した新入団員

成
23
年
）
前
文
「
ス
ポ
ー
ツ
は
、

世
界
共
通
の
人
類
の
文
化
」
を
踏

ま
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
と
い
う

視
点
を
強
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
競
技
力
の
向
上
、
観
光
と
の

連
携
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、

多
面
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
展
開

を
基
本
理
念
と
し
、
暮
ら
し
に
息

づ
く
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
都　
京

丹
後
市
」の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

スポーツ推進計画（案）を小松慶三教育
委員長（左）に手渡す長尾国顕会長（中央）

下水道

下
水
道
事
業
普
及
推
進
員
を
再
任

平
田
貫
治
さ
ん
、
三
浦
信
悟
さ
ん
を
任
命

　

水
洗
化
率
の
向
上
の
た
め
、

市
下
水
道
事
業
普
及
推
進
員
と

し
て
、
平
田
貫
治
さ
ん
（
弥
栄

町
船ふ

な

木き

）
と
三
浦
信
悟
さ
ん
（
網

野
町
網
野
）
を
任
命
し
、
４
月
１

日
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
で
す
。

【再任】

平田 貫治 さん

【再任】

三浦 信悟 さん

市
民
協
働
課

☎
６
９
‐
０
２
４
０

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

☎
６
９
‐
０
４
８
０



議会事務局
議会総務課 課長 ○ 奥垣由美子 (議会総務課長補佐

兼議事調査係長 )

課長補佐兼議事調査係長 西川　隆貴 (峰山市民局長補佐
兼地域協働係長 )

主事 後藤　麻友 (新規採用)

市長直轄組織
秘書広報広聴課 課長 渡邉　歩 (医療政策課長兼医

療政策係長 )
主事 (企画政策課兼務 ) 行待　香織 (秘書広報広聴課 )

企画総務部 部長 木村　嘉充 (市民部長 )
次長兼危機管理監 ○ 藤村　信行（教育総務課長）

企画政策課 公共交通係長 ○ 野木　秀康 (企画政策課 )

計画推進係長 井上　浩一 (企画政策課計画推進
係長兼公共交通係長 )

主任 中山　彰人 (財政課 )
主任 今西　靖佳 (人事課 )
主任 塩﨑　智康 (府交流職員 )

総務課 課長 荻野　正樹 (スポーツ観光・交流
課長 )

課長補佐兼消防防災係
長 中川　正明 (網野市民局長補佐

兼総合窓口係長 )
行政係長 溝口　容子 (入札契約課契約係長)
主任<陸前高田市派遣> 小森　剛志 (企画政策課 )
主任 ○ 田﨑　正浩 (総務課 )
主事 石井　昌宏 (新規採用)

総務課基地対策室 室長 岩﨑　英史 (管理課長 )
人事課 課長 山根　直樹 (学校教育課長 )
情報政策課 課長補佐兼地域情報化

係長 藤田　敏弘
(情報政策課長補佐
兼地域情報化係長兼
行政情報化係長 )

行政情報化係長 志村　吉宗 (税務課市民税係長 )
主事 小西　宏和 (商工振興課 )

財務部
財政課 課長補佐兼財政係長 志水　丈浩 (財政課長補佐兼財

政係長兼地方債係長)
地方債係長 ○ 三浦　大作 (財政課 )
主任 永美　崇志 (水道整備課 )

管財・収納課 課長補佐兼管財係長 岩城　宏之
(管財・収納課長補佐
兼料金収納係長兼管
財係長 )

料金収納係長 ○ 川口　悟史 (管財・収納課 )
主任 門下　保夫 (再任用 )

入札契約課 課長 ○ 戸根　浩一 (入札契約課長補佐
兼入札審査係長 )

入札審査係長兼契約係長 ○ 大下順太郎 (管理課 )
主任 岡本有希子 (農政課 )
主事 坪倉　孝旗 (新規採用)

税務課 課長補佐 松本　隆雄 (税務課長補佐兼資
産税係長 )

市民税係長 ○ 川村　義輝 (税務課 )
資産税係長 ○ 松田　吉正 (税務課 )
主任 永島　一陽 (商工振興課 )
主事 山﨑　貴信 (情報政策課 )
主事<京都地方税機構
丹後地方事務所派遣> 堂田　和宏 (学校教育課 )

市民部 部長 石嶋　政博 (農林水産環境部長 )
理事兼丹後市民局長 下岡啓二郎 (丹後市民局長 )

市民課 主幹兼生活衛生係長 (環
境バイオマス推進課兼務 ) 大江　裕 (市民課主幹兼生活

衛生係長 )
戸籍住民係長 ○ 田辺　美幸 (障害者福祉課 )

網野衛生センター 作業技師 森　敏昭 (再任用 )
市民協働課 主任 由良　茂樹 (長寿福祉課 )

峰山市民局 市民局長 平井　幸夫 (普及推進・料金課長
兼普及推進・料金係長 )

局長補佐兼地域協働係長 宮本　富夫 (総務課長補佐兼行
政係長 )

主任 ○ 藤村　岳彦 (峰山市民局 )
主事 本城　康旭 (スポーツ観光・交流課 )

大宮市民局 主任技師 野村　知希 (網野市民局 )

網野市民局 市民局長 ○ 福尾　昌信 (子ども未来課長補佐
兼企画児童係長 )

局長補佐兼総合窓口係長 松下　栄子 (保険事業課長補佐兼後
期高齢・福祉医療係長 )

主任 千賀裕美子 (丹後市民局 )
主任 山副　隆司 (再任用 )

丹後市民局 主任 坂戸　清幸 (管財・収納課 )
主任技師 森岡　利明 (弥栄市民局 )
主事 山内　康平 (子ども未来課 )

弥栄市民局 局長補佐兼総合窓口係長 坪倉　啓子 (市民課長補佐兼戸籍
住民係長 )

主任技師 吉岡　裕二 (丹後市民局 )
久美浜市民局 地域協働係長 ○ 能勢　知生 (観光振興課 )

主任 岡田　高夫 (再任用 )
主任 野村　夕子 (社会教育課 )

医療部
医療政策課 課長兼医療政策係長 ○ 西山　真澄 (久美浜病院管理課

長補佐兼出納係長 )
主事 稲川　亮太 (新規採用)

健康長寿福祉部

生活福祉課
生活福祉課付係長 (「く
らし」と「しごと」の寄り
添い支援センター勤務 )

小谷　和広 (弥栄市民局総合窓口
係長 )

主任 越江　康代 (久美浜病院地域医
療連携室 )

主事 小森　真哉 (新規採用)
障害者福祉課 障害福祉係長 ○ 吉田　真理 (保険事業課 )

主任 野村　英樹 (久美浜市民局 )
主事 吉岡　弘樹 (新規採用)

長寿福祉課 課長 西山　茂門 (議会総務課長 )

課長補佐 野田　昭男 (課長補佐兼高齢者
福祉係長 )

高齢者福祉係長 ○ 大江八千代 (健康推進課 )
主任保健師 荒田美智子 (再任用 )
主任保健師 橋本　知美 (健康推進課 )
主任保健師 藤村　綾 (健康推進課 )
主事 山田　高志 (総務課 )

健康推進課 課長補佐兼保健係長 小谷　要子 (健康推進課長補佐
兼予防係長 )

予防係長 田茂井和子 (健康推進課保健係長)
主任保健師 土出　美幸 (長寿福祉課 )
主任保健師 丸山　亨子 (長寿福祉課 )
保健師 前川　奈月 (新規採用)

保険事業課 後期高齢・福祉医療係長 大同　敏剛 (税務課付係長 )
主事 日下部　暁 (新規採用)

農林水産環境部 部長 吉岡　茂昭 (商工観光部長 )
農政課 主事 松本巳紗都 (新規採用)

農林整備課 課長 松本　哲朗 ( 農林整備課主幹兼
森林保全係長 )

森林保全係長 ○ 平林　洋二 (スポーツ観光・交流課 )
主任 砂井　友紀 (大宮市民局 )

海業水産課 課長 ○ 河嶋　英一 (水道整備課長補佐
兼庶務係長 )

環境バイオマス
推進課 主任<環境省派遣> 給田　周作 (丹後市民局 )

商工観光部 部長 新井　清宏 (企画総務部長兼危
機管理監 )

商工振興課 主任 大江　敦博 (市民協働課 )
主任 松本　隆明 (企画政策課 )
主任 <公益財団法人京都
産業21派遣> 和田慎太郎 (税務課 )

主事<京都府派遣> 小谷　直道 (商工振興課 )

観光振興課 課長補佐兼観光振興係長 野村　俊彰 (障害者福祉課長補
佐兼障害福祉係長 )

スポーツ観光・
交流課 課長 ○ 中島　茂樹

(スポーツ観光・交流
課長補佐兼スポーツ
観光推進係長 )

課長補佐兼スポーツ観光
推進係長 上羽　正行 (観光振興課長補佐

兼観光振興係長 )
主任 吉岡　祐樹 (農政課 )
主任 千賀　誠 (普及推進・料金課 )
主事 岡本　達也 (久美浜市民局 )

建設部 部長 中西　和義 (上下水道部長 )

管理課 課長 ○ 大木　保人 (管理課長補佐兼用
地係長 )

用地係長 ○ 松井　　稔 (管理課 )
主任 山下　　琢 (情報政策課 )
主事 上田　明子 (網野市民局 )
主事 田中　康智 (新規採用)

土木課 主任技師 田末　好郎 (農林整備課 )
技師 永砂　幸作 (都市計画・建築住宅課 )

都市計画・建築
住宅課 課長 安田　悦雄 (入札契約課長 )

主任技師 山本　貴之 (下水道整備課 )
主任技師 ○ 明尾　友樹 (都市計画・建築住宅課 )
主任技師 ○ 梅田　浩司 (都市計画・建築住宅課 )

上下水道部 部長 川戸　孝和 (建設部長 )
普及推進・料金課 課長 赤松　正伸 (総務課長兼消防防

災係長 )
普及推進・料金係長 ○ 田村真知子 (普及推進・料金課 )
主事 中江　　脩 (下水道整備課 )

水道整備課 課長 ○ 吉岡　浩司 (水道整備課長補佐
兼整備係長 )

主幹兼管理係長 ○ 池部　繁明 (水道整備課長補佐
兼管理係長 )

整備係長 ○ 稲岡　信一 (水道整備課 )
庶務係長 ○ 金子　真一 (下水道整備課 )
主任 辻　　修平 (再任用 )
主任 岸田　裕幸 (管理課 )
主任技師 川戸　健治 (下水道整備課 )
技師 羽賀　健太 (新規採用 )

下水道整備課 課長補佐兼庶務係長 岸本　　忍 (下水道整備課長補佐兼
庶務係長兼管理係長 )

管理係長 ○ 松川　秀之 (生活福祉課 )
主任技師 久代賢一郎 (土木課 )
主任技師 ○ 仲田　昌平 (下水道整備課 )
主任技師 ○ 梅田　慎弥 (下水道整備課 )
主事 小倉　彬宏 (新規採用 )

　4月1日付けで、職員の人事異動を行いましたのでお知らせします。(以下には、異動者、昇格・昇任者を掲載しています。
氏名の前の○は昇格・昇任を表し、カッコ内は異動前の職名または所属等を掲載しています。全職員の配置については、市ホー
ムページの「京丹後市職員名簿」に掲載しています )

京丹後市職員人事異動
消防本部 消防長 ○ 河野矢　秀 (次長兼総務課長 )

次長兼峰山消防署長 山添　敏弘 (警防課長 )
総務課 課長 安川　郁夫 (久美浜分署長 )

課長補佐兼総務係長 中西　則昭 (総務課長補佐 )

課長補佐 井上　一彦 (竹野川分遣所副分
遣署長 )

主任 寺田　知博 (人事課 )
消防士 田中　翔 (新規採用)
消防士 門中　隆介 (新規採用)

警防課 課長 ○ 上田　一朗 (警防課長補佐 )
課長補佐 池田　弘幸 (消防課長補佐 )

予防課 主任 平井　信也 (消防課 )
消防課 課長 ○ 中村　一隆 (消防課長補佐 )

主幹 横山　文明 (消防課主幹兼指令１
係長 )

課長補佐 ○ 吉岡　　寛 (消防課救急２係長 )

課長補佐 ○ 吉岡　　穣 (久美浜分署警備２
係長 )

消防１係主任 三宅　英樹 (久美浜分署 )
消防１係員 徳田新之介 (消防課 )
消防１係員 上中　宙士 (消防本部・総務課 )
消防２係長 永岡　　晃 (消防課予防・調査１係長)
消防２係主任 平井　孝直 (久美浜分署 )
消防２係員 堀江　哲平 (久美浜分署 )
消防２係員 山下　寿久 (網野分署 )
救急１係長 沖田　　護 (網野分署警備２係長 )
救急２係長 中西　直行 (消防課指令３係長 )
救急２係主任 ○ 後藤　真哉 (消防課 )
予防・調査１係長 増田　　淳 (消防課消防２係長 )
指令１係長 ○ 大澤　友成 (消防課 )
指令１係主任 中西　彰彦 (竹野川分遣所)
指令２係長 ○ 中村　　猛 (消防課 )
指令２係主任 北垣　　勝 (消防課 )
指令３係長 梅田　雅弘 (久美浜分署警備１係長)
指令３係主任 和田　英樹 (消防課 )

網野分署 副分署長 ○ 辻　　正男 (消防課救急１係長 )
警備１係員 吉岡　哲平 (網野分署 )

警備２係長 小西　圭介 (竹野川分遣所警備２
係長 )

警備２係主任 金久　昌和 (竹野川分遣所)
警備２係主任 池本清一朗 (予防課 )
警備２係員 瀬戸　　孟 (久美浜分署 )

久美浜分署 分署長 ○ 安田　直樹 (久美浜分署副分署長 )
副分署長 小森　英志 (網野分署副分署長 )
警備１係長 山添　勝弘 (総務課総務係長 )
警備１係主任 木村　雅弘 (消防課 )
警備１係主任 岩瀬　章二 (消防課 )
警備１係員 原　　光海 (久美浜分署 )
警備１係員 　野　日翼 (消防課 )
警備２係長 ○ 田宮　恭志 (網野分署 )
警備２係主任 井上　忠司 (網野分署 )
警備２係員 萩原　辰典 (竹野川分遣所)

竹野川分遣所 副分遣所長 渡邊登世浩 (消防課長補佐兼指令２
係長 )

警備１係主任 辻村　昌宏 (消防課 )
警備２係長 ○ 中山　晶夫 (久美浜分署 )
警備２係主任 荻野　寿彦 (消防課 )
警備２係員 高野　喜仁 (消防課 )

職員人事異動
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教育委員会事務局 教育理事 梅田　利也 (新規採用)
教育理事兼総括指導主事 松本　明彦 (新規採用 )

教育総務課 課長 中村　和幸 (人事課長 )
主任 平田友美子 (学校教育課 )

学校教育課 課長 ○ 横島　勝則 (学校教育課長補佐兼
企画振興係長 )

主幹兼指導主事 下戸　昭宏 (新規採用)
主幹兼指導主事 小石原　敦 (新規採用)
企画振興係長 ○ 金子　隆行 (学校教育課 )
主任 ○ 藤原　俊輔 (情報政策課 )
主任兼指導主事 友松　　誉 (新規採用)
主事 水口　奈菜 (教育総務課 )

子ども未来課 企画児童係長 ○ 中西　陽一 (生活福祉課 )
主任 森野　恵子 (保険事業課 )
主任 田中　繁生 (峰山市民局 )
主事 橋　香代子 (議会総務課 )
主事 小牧　美穂 (新規採用)

社会教育課 課長兼中央公民館長 土出　政信 (社会教育課長兼市立図
書館長 )

社会教育係長 ○ 島貫　博志 (社会教育課 )
主任 髙田　洋 (大宮市民局 )
主事 中村　賢吾 (入札契約課 )
主事 岡﨑　貴徳 (新規採用 )

峰山図書館 図書館長 ○ 亀田真奈美 (京丹後市立図書館副館長 )

弥栄病院
診療部 内科医師 北岡　力 (新規採用)
看護部 主任看護師 ○ 山崎きよ子 (看護部 )

主任看護師 ○ 谷口公太郎 (看護部 )
准看護師 池田さわ江 (再任用)
助産師 新井あゆみ (新規採用)
助産師 児玉　萌葉 (新規採用)
助産師 末永　楓 (新規採用)
看護師 藤原　睦美 (新規採用)
看護師 安田　茜 (新規採用)
准看護師 大槻　裕樹 (新規採用)

栄養部 栄養士 糸井　智子 (新規採用)
事務部管理課 課長 川戸　泰博 (長寿福祉課長 )

主任 小石原弘通 (医療政策課 )
訪問看護ステー
ション 看護師 吉岡友美子 (新規採用)

久美浜病院
診療部 内科医長 ○ 坂根　慶弥 (内科)

歯科口腔外科医長 ○ 丸尾　将太 (歯科口腔外科)
歯科口腔外科医長 山田　理浩 (新規採用)
整形外科医長 木田　圭重 (新規採用)
内科医師 竹村　雅至 (新規採用)
小児科医師 今井　朝彦 (新規採用)

看護部 主任看護師 ○ 奥田　直美 (看護部 )
准看護師 中江美由喜 (再任用)
准看護師 西山　廣子 (再任用)
看護師 関　友里 (新規採用)

地域医療連携室 室長 小森　弘子 (訪問看護ステーション
管理者 )

主任 大門　友美 (障害者福祉課 )
事務部 事務長 葛原　睦民 (管理課長 )
事務部管理課 課長 蒲田　弘志 (弥栄病院管理課長 )

課長補佐兼出納係長兼
庶務営繕係長 平林　克也 (課長補佐兼医事係長

兼庶務営繕係長 )
医事係長 ○ 若松　和彦 (管理課 )
主事 松本　賢史 (社会教育課 )

訪問看護ステー
ション 管理者 田中　文子 (地域医療連携室長 )

退職者（平成 26年３月 31日付け）
堀口　正樹 弥栄病院診療部内科医長
中村　寛子 弥栄病院診療部外科医長
堀口　育代 弥栄病院診療部産婦人科医長
金村　　斉 久美浜病院診療部整形外科医長
杉本　洋平 久美浜病院診療部小児科医長
粟井　一博 久美浜病院診療部麻酔科医長
嶋本　貴之 久美浜病院診療部内科医師
藤田　悠司 久美浜病院診療部外科医師
木本　勝幸 教育委員会事務局教育理事
竹本　　茂 教育委員会事務局教育理事
吉田　件昨 消防長
野村　正彦 市民部理事兼網野市民局長
山副　隆司 秘書広報広聴課長
安田　　勉 総務課基地対策室長
山崎　　力 峰山市民局長
増馬　孝之 農林整備課長
蒲田　保彦 海業水産課長
中川　　誠 都市計画・建築住宅課長
辻　　修平 水道整備課長
小牧　文麿 峰山消防署長
末次　正博 峰山消防署副署長兼消防課長
岡田　高夫 久美浜病院事務長
引野　都夫 農業委員会事務局長
荒田美智子 長寿福祉課長補佐
今田　昇一 網野学校給食センター長
山副　祐子 峰山幼稚園長
多賀野博子 吉原・長岡・新山・丹波保育所長
尾崎　直美 大宮北保育所長
小石原眞由美 浅茂川保育所長
石出　愛子 島津保育所長
藤原　弘子 黒部保育所長
松本　順子 久美浜保育所長
葊瀬　和男 企画政策課主任
岩松　靖幸 学校教育課主任
門下　保夫 農業委員会事務局主任
吉岡　敏浩 水道整備課主任技師
中江　克典 水道整備課主任技師
川原　英子 峰山小学校主任調理師
小田垣広輝 弥栄市民局主事

学校・幼稚園(教育委員会事務局)
大宮第一小学校 学校用務員 中村　栄子 (佐濃小学校 )
大宮南小学校 学校用務員 由良　　茂（大宮第一小学校）
弥栄小学校 学校用務員 東　　孝 (鳥取小学校 )
高龍小学校 学校用務員 原　寿栄雄 (久美浜小学校 )
大宮中学校 学校用務員 山藤　好民 (再任用)
丹後中学校 学校用務員 奥谷　泰英 (間人中学校 )
久美浜中学校 調理師 今西　佳子 (峰山小学校 )
網野学校給食セ
ンター センター長 戸石　善雅 (社会教育課長補佐兼

社会教育係長 )
調理師 西山　朝美 (久美浜中学校 )

峰山幼稚園 園長 田中　靖子 (丹後幼稚園副園長兼
丹後保育所長補佐 )

教諭 松本　理恵 (新規採用 )
大宮幼稚園 教諭 仙石智笑子 (丹後保育所 )

教諭 野村　南 (大宮南保育所 )

網野幼稚園 副園長 野村　圭乃
(久美浜仮設保育所長
補佐 )

丹後幼稚園 主任教諭 嶋田かおり (網野みなみ保育所 )
教諭 中山　知里 (たちばな保育所 )

保育所（教育委員会事務局）
吉原・長岡・新山・
丹波保育所（峰山
仮設保育所）

保育所長 坪倉　範子 (五箇保育所長 )

主任保育士 徳田　美絵 (大宮北保育所)
五箇保育所 保育所長 下岡　洋子 (網野みなみ保育所長 )
大宮北保育所 保育所長 藤原　知子 (大宮北保育所長補佐 )

所長補佐 ○ 梅上美智恵 (大宮北保育所)
主任保育士 奥田眞樹子 (久美浜保育所)
主任保育士 牧野　恵理 (大宮南保育所)
主任保育士 千賀　文江 (大宮南保育所)

大宮南保育所 所長補佐兼大宮幼稚園副園長 ○ 西村久美子 (大宮幼稚園 )
主任保育士 澤田理絵子 (峰山仮設保育所)
保育士 池部　力 (網野みなみ保育所)
保育士 上田　成美 (新規採用)

網野みなみ保育所 保育所長 松岡　尚美 (大宮南保育所長補佐兼
大宮幼稚園副園長 )

所長補佐 ○ 森本　晶子 (大宮南保育所)
主任保育士 水口　智美 (たちばな保育所)
保育士 藤原　沙帆 (浅茂川保育所)

浅茂川保育所 保育所長 蒲田　和子 (宇川保育所長 )
保育士 榊原　彩子 (新規採用)

島津保育所 保育所長 ○ 谷岡　朝子 (島津保育所)
主任保育士 中村由里子 (大宮北保育所)

全職員の配置については、市ホームページ
（http://www.city.kyotango.lg.jp）
に「京丹後市職員名簿」を掲載しています。

監査委員事務局
監査係長 ○ 中村　典嗣 (監査委員事務局 )

農業委員会事務局
事務局長 ○ 山口　昌夫 (農業委員会事務局長

補佐 )

農業委員会係長 長砂　浩基 (久美浜市民局地域協働
係長 )

主任 引野　都夫 (再任用)

たちばな保育所 主任保育士 松本佳代子 (こうりゅう保育所)
主任保育士 島貫　理美 (峰山仮設保育所)
保育士 奥田　美穂 (久美浜保育所)

丹後保育所 所長補佐兼丹後幼稚園副
園長 ○ 室野めぐみ (網野幼稚園 )

主任保育士 深田　美和 (島津保育所)
主任保育士 柴田　美環 (溝谷保育所)

宇川保育所 保育所長 近藤美佐枝 (網野みなみ保育所長補佐 )
主任保育士 給田麻衣子 (大宮南保育所)

黒部保育所 保育所長 寺田　浩子 (溝谷保育所長補佐 )
溝谷保育所 所長補佐 ○ 小倉　博美 (丹後保育所)

保育士 出口　恵 (新規採用)
久美浜保育所 保育所長 増馬　温子 (こうりゅう保育所長補佐 )

主任保育士 小石原　隆 (こうりゅう保育所)
保育士 川口　優美 (たちばな保育所)

湊・神野・田村保
育所（久美浜仮設
保育所）

所長補佐 ○ 大道　恵美 (久美浜仮設保育所)

保育士 吉岡　隼人 (新規採用)
こうりゅう保育所 所長補佐 ○ 山口ゆかり (丹後幼稚園 )

主任保育士 高尾　智美 (峰山幼稚園 )
主任保育士 河島　弥生 (溝谷保育所)
主任保育士 小倉　智子 (丹後幼稚園 )

丹後地域子育て
支援センター 主任保育士 山副　祐子 (再任用)

梅田あすか 子ども未来課主事
金森　礼記 子ども未来課主事
大江　陽子 宇川保育所保育士
柿本　秀樹 大宮最終処分場作業技師
森　　敏昭 網野衛生センター作業技師
高尾　治良 大宮南小学校学校用務員
山藤　好民 大宮中学校学校用務員
吉田　桜子 弥栄病院看護部看護師
山﨑　　歩 弥栄病院看護部看護師
池田さわ江 弥栄病院看護部准看護師
山本末智子 弥栄病院看護部准看護師
中江美由喜 久美浜病院看護部准看護師
西山　廣子 久美浜病院看護部准看護師

市の花「トウテイラン」

峰山高校書道部の皆さん

職員人事異動
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職員人事異動
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▶
丁
寧
に
水
洗
い
し
、
脱
水
し
た
ワ
カ
メ
を
網
に
並
べ
る
西
中

さ
ん

　天然ワカメが自生する旭区（久美浜町）ではこのほど、ワ
カメ漁が最盛期を迎えています。
　早朝、漁師たちは小型船に乗り込み、次々 に漁場へ出港。
船上から箱めがねで海中をのぞき、専用のカマを使って刈
り取ります。獲ったワカメは、丁寧に水洗いして脱水後、網
に並べて３時間ほど乾燥機へ。こうしてできた板ワカメは、
久美浜名産の「天然旭わかめ」として店頭に並んでいます。
　この道45 年の西中猛さん（73）は「４月中旬に獲った
天然ものは風味が格別。お酒のおつまみに最適です」と話
していました。

　峰山町の小西川右岸堤防に完成した遊
歩道の開通式 (みんなで小西川に人集う
小径をつくろう協議会主催 )が３月 23
日、市役所峰山庁舎で開かれました。地
域住民ら60人が参加して、完成を祝い
ました。
　遊歩道は、同町の市民団体が要望し、
府が整備したもので、井

い ね

祢の尻橋から杉
の木橋間の全長約 800㍍、幅約３㍍。道
はカラー舗装され、川側には転落防止柵
が設置されています。
　道の愛称は、公募で「ゆめサンサンロー
ド」に決定。峰山小学校５年の畑

はた

日菜子
さんが命名したものです。
　式典に続いて、畑さんをはじめ、関係
者らによるテープカットが行われた後、
出席者全員で歩き初めを行いました。
　畑さんは、「たくさんの人がこの道を
歩き、太陽のように明るく元気なまちに
なってほしい」と話していました。

◀畑さんらによる
テープカットの様
子
▼遊歩道を元気
いっぱいに歩くゆ
うかり子ども園の
園児たち

遊
歩
道
「
ゆ
め
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
」
が
完
成

峰 山 町
３月23日

「
た
く
さ
ん
の
人
が
歩
き
、
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い
ま
ち
に
」

１
０
０
年
後
の
村
人
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

久美浜町旭のワカメ漁が活況
４月中旬の天然ものは風味が格別

久美浜町

大 宮 町
4月5日

三
重
区
民
ら
が
ケ
ヤ
キ
の
苗
を
植
樹

　大宮町三重区内を通る林道奥寄線沿い
の残土跡地で４月５日、ケヤキの植樹が行
われ、三重区民ら約 50人が参加しました。
三重区や三重・森本里力再生協議会などが
主催したもので、「100 年後の村人へプレゼ
ント」がキャッチフレーズ。京丹後産の赤ケ
ヤキ55 本を、同樹木が育つ100 年後の
区民へ有効利用してもらうことを目的に行
われたものです。
　参加者たちは、スコップやクワを使い、
約２時間掛けて丁寧に植樹。区長の糸井
嘉彦さんは「立派に育って、未来の区民に
喜んでもらいたい」と話していました。

　毎年恒例の「第 21回向
むかい

地
じ

桜まつり」（向地区主催）
が４月13日、間人トンネル周辺の広場で開かれ、親子
連れやお年寄りなどたくさんの区民でにぎわいました。
　同広場の桜はちょうど満開を迎えており、絶好の花見
日和となったことから区民約100人が訪れ、春の訪れ
を感じていました。会場内には、焼き鳥やうどん、ホル
モン焼きなど多くの模擬店を設置。来場者たちは、ソメ
イヨシノ20本の桜並木の下で食事に舌鼓を打ちました。
　同地区の宇

う

都
つ

裕
ひ ろ み

海君（５）は「きれいな桜の花を見な
がら食べた炊き込みご飯が、とてもおいしかったです」
と笑顔で話していました。

▶
桜
を
愛
で
つ
つ
食
事
と
会
話
を
楽
し
む

区
民
た
ち

桜の下で春を味わう
丹後町向地区で恒例の桜まつり

丹 後 町
４月１３日

▲孫と一緒に植樹を楽しむ参加者

3月～5月

スマートフォンなどの端末を
使って左のコードを読み取る
と、動画が再生されます。※
機種等により再生されない
場合があります。

　第64回京丹後ちりめん祭（同実行委員
会主催）と、京丹後きもの祭（市商工会
主催）が４月13日、同日開催され、アミ
ティ丹後と網野神社周辺は多くの観客でに
ぎわいました。
　ちりめん祭では、ステージイベントとし
て「きものファッションショー」「ちりめん
小唄踊り」「よさこい踊り」が披露された
ほか、古着市や呉楽市で展示即売も行わ
れました。「きものファッションショー」で
は、公募モデル31人が、豪華な振袖姿で
登場。成人式のときに着たものや母や祖母
が大切にしていたものなど、思いの詰まっ

▲きものファッションショーに出演したあでやかな振袖姿のモデルたち

ち
り
め
ん
祭
・
き
も
の
祭
を
同
日
開
催

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
呉
楽
市
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
4月13日
網 野 町

ちりめん祭の様子

た振袖を披露しました。
　きもの祭では、網野神社拝殿で巫女の舞・静の舞や網
野神楽保存会による神楽、丹後小町踊り子隊による舞が
披露されたほか、着物姿をカメラに収めてフォトカレン
ダーにするサービスなどもあり、着物姿の来場者が列を
なしていました。

　来月本市内で開かれる「mixひとびと
tango2014（ミクタン）」を前に、同イベ
ントのクリエイターメンバーらが新たな
プランを作ろうと集まり、「こよそでピチ
ピチにぎり寿司」を企画しました。
　４月11日早朝、三津漁港（網野町）
で水揚げされたばかりの真鯛や紋

もん

甲
ごう

イカ
などを仕入れて持ち帰り、赤米のシャリ
で独特のにぎりずし（写真）を作り上げ
ました。宮津市から参加した林拓也さん

は「赤米のほの
かな甘みに新鮮
な魚が見事に合
います。最高で
す」と話してい
ました。

　この企画は、５月 17、18、25 日に、
C
コ メ バ

OMEVA古
こ

与
よ

曾
そ

（弥栄町和田野）で開
催される予定です。※詳しくは、mixひとびと
tango2014 の案内冊子「ミクタンパスポート」または
ホームページ（http://mixtango.com/）をご覧ください。

▲赤米のシャリで、新鮮な魚介類を使ってにぎり
ずしをつくる参加者たち 赤

米
使
っ
て
最
高
の
に
ぎ
り
を

ミ
ク
タ
ン
メ
ン
バ
ー
ら
が
新
た
な
企
画
を
提
供

4月11日
弥 栄 町
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▲野菜 350㌘の例

血圧管理のポイントは減塩と毎朝の測定

2014.0523

減塩に挑戦しましょう
　　塩分をとり過ぎると、体内の塩分濃度を下げるために
たくさんの水分が血管内に吸収され、血液量が増えます。
血液の量が増えると、全身に血液を
送り出す力が増すため、血圧が高く
なります。血圧を上げないためには、
減塩することが大切です。

＜減塩料理のポイント＞
●高血圧の人は１日６㌘を目標に
　塩分の1日摂取量は、男性は９㌘未満、女性は７．５㌘
未満、高血圧の人は６㌘未満を目標にしましょう。薄味に
は慣れてきますので、少しずつ段階的に減らしていきましょ
う。
・しょうゆやソースは料理にかけず、小皿にとって少しだけ
つけて食べましょう。
・唐辛子やこしょうなどの香辛料は、香りや辛みでおいし
さが増すので、減塩の味方です。
・麺類のスープは残しましょう。

●カリウムや食物繊維の多い食品をとる
　野菜や果物に
は、塩分を体の外
に出す働きのある
カリウムが含まれ
ているので、積極
的にとりましょう。
　野菜は1日３５０
㌘が目安。ホウレ
ンソウやニンジン
などの緑黄色野菜（120㌘以上）と、タマネギや大根、キュ
ウリなどの淡色野菜（230㌘以上）を組み合わせてとり
ましょう。
　果物は1日２００㌘程度をとりましょう。バナナなら２
本、ミカンやカキなら２個、リンゴなら１個が 200㌘の
目安です。

自宅で血圧測定しましょう
　　血圧は、環境の変化やストレスで変動します。自宅で
測った時よりも病院で測ったときの方が高い、または低
いという方がいます。そのため、自宅
で測った血圧値は、治療の上で参考
になる貴重なデータとなります。　　
　朝だけ血圧が高い早朝高血圧は、
脳卒中や心筋梗塞を起こしやすいと
いわれていることから、朝の血圧測
定は、特に大切です。

＜血圧測定のポイント＞
●血圧測定は 1日２回
　朝は起床後 1時間以内に測ります。排尿後、朝食や
服薬の前に測るのが理想です。夜は、就寝前に測りま
す。なお、測定前は、座位で１～２分安静にしてから
行い、喫煙、飲酒、カフェインは摂取しないようにし
ましょう。

●正常血圧を知りましょう
　家庭血圧における正常血圧は 125／80㎜ Hg 未満
です。高齢者の場合は、135／ 85㎜ Hg 未満です。

　

○背筋を伸ばして姿勢よ
　く座ります。会話などは
　せず、静かに測ります。
○原則として、利き腕でな
　い腕で測ります。心臓と
　同じ高さになるよう、上
　腕にカフを巻きます。
○腕に力を入れずに楽にし
　ます。
○小枕などを使って、高さ
　を調節します。

　

　血圧が高かったり動脈硬化が進んだりしても、「症状がなく生活にも支障がないので」
と気にされない方がいます。動脈硬化の果てにある重篤な病気の発症リスクをしっかりと
認識しましょう。脳、心臓、腎臓、の血管が破れたり詰まったりすると、脳や体に重い障
害が残ったり、最悪の場合は死亡の原因となったりすることがあります。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

正しい姿勢で測定しましょう
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■
健
康
満
丹
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

　
　
知
恵
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

健
康
づ
く
り
に
大
切
な
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
は
運
動
。「
運
動
が
身

体
に
い
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

け
れ
ど
、
な
か
な
か
継
続
し
て
取

り
組
め
な
い
…
」
と
い
う
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き

と
暮
ら
し
た
い
」
そ
の
た
め
に
、

若
い
時
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を

付
け
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
府
で
は
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
健
康
満
丹
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
募
集
。
集
ま
っ

た
24
人
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
が

や
り
た
く
な
る
よ
う
な
体
操
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
専
門

家
を
招
き
、
学
習
を
重
ね
、
み
ん

な
の
知
恵
を
集
め
た
「
健
康
満
丹

体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
今
年
１
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

■
健
康
満
丹
体
操

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
中

　

運
動
に
は
、
健
康
維
持
、
介
護

予
防
、
認
知
機
能
の
向
上
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
、
ま
ず
は
で
き
る
運
動
か
ら

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
運
動
習
慣
の
一
つ
と
し
て
お

勧
め
す
る
の
が
「
健
康
満
丹
体
操

プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
、「
健
康
満
丹
体
操
」
の
ほ
か

に
頭
と
体
を
同
時
に
使
う
「
二
重

　
京
都
府
丹
後
保
健
所
で
は
、
高
齢
化
率
が
高
い
丹
後
地
域
に
お

い
て
、「
病
気
や
要
介
護
状
態
を
予
防
し
、
元
気
高
齢
者
を
増
や
そ

う
」
と
健
康
満
丹
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  　

　「健康満丹」という言葉には、
丹後を元気な人たちでいっぱ
いにしたいという思いが込め
られています。「いくつになっ
ても元気でいたい」。この思い
を大切に、健康満丹体操プロ
グラムを実践しませんか？

課
題
体
操
」、
座
っ
て
で
き
る
筋
ト

レ
な
ど
４
種
類
の
体
操
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
の
で
、
運
動
を
始
め

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
最
適
で

す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

丹
後
保
健
所
で
は
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
体
験

し
て
い
た
だ
く
健
康
出
前
講
座
を

行
う
と
と
も
に
、
見
な
が
ら
で
き

る
「
健
康
満
丹
体
操
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
中
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て

み
よ
う
、
広
め
て
い
こ
う
と
い
う

方
を
今
後
募
集
す
る
予
定
で
す
。

　

丹
後
は
、
百
歳
以
上
の
長
寿
の

方
が
多
い
地
域
。
今
後
も
健
康
長

寿
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

満丹健ちゃん

健康満丹プロデューサー考案の
マスコットキャラクター

何度も意見を交わしながらプログラムを作成した▶

丹
後
を「
健
康
満
丹
」
に
！

  

　
健
康
長
寿
の
地
域
を
目
指
し
て
「
健
康
満
丹
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

▲健康満丹体操発表会で実演する健康満丹プロ
　デューサー

健康満丹体操プログラム

 
 

丹
後
保
健
所

　
　
　
　
保
健
室
健
康
支
援
担
当

  （
☎
0
7
7
2

－

6
2

－

4
3
1
2
）



（
網
野
町
郷
）

【元京都府峰山地方振興局長】

　昭和29年から長きにわたり京都府職
員として活躍。綾部土木事務所長、福知
山土木事務所長、峰山地方振興局長を
歴任し、府行政に貢献されました。

叙位叙勲
従六位瑞宝双光章（地方自治功労）

  　

 

故 

髙た
か

野の　
叔よ

し

和か
ず 

さ
ん 

（
久
美
浜
町
浦
明
）

　公益のため、日本赤十字社京都府
支部事業資金として、多額の私財を
寄付され、紺

こん
綬
じゅ
褒章が授与されまし

た。

褒  章
紺 綬 褒 章

  　

  

西
村　
好
一 

さ
ん （
89
）

（
峰
山
町
五
箇
）

【元峰山町議会議員】
　平成３年から平成15 年まで、峰山町
議会議員として活躍。平成13 年からは
は議会議長を務め、円滑な議会運営を
行うなど、町行政に貢献されました。

高齢者叙勲
旭日単光章（地方自治功労）

  　

  

田
中　
春
二 

さ
ん （
88
）

2014.0525 242014.05

のうゆう会（農結会）
　       　代表　越江　雅夫 さん

　無農薬・有機肥料で栽培した生姜を
加工し、「粉末しょうが」などを商品化。
生の状態では難しい長期保存を可能にし
たことが高く評価されました。

農業・農村６次産業化に係る
優良取組表彰　近畿農政局長賞

年
に
１
回
程
度
、
広
報
紙
で
紹

介
し
ま
す

▼
「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
で
は
、
最

終
ペ
ー
ジ
に
京
丹
後
市
全
体
の
人

口
お
よ
び
世
帯
数
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
合
併
時
に
掲
載
内
容

等
を
検
討
す
る
中
で
、
旧
町
の
意
識

を
払
拭
し
、
京
丹
後
市
を
一
つ
の
も

の
と
し
て
一
体
感
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
の
内
容
と

し
た
も
の
で
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
経
緯
や
、
紙
面
の
制

約
が
あ
る
中
で
、
毎
号
旧
町
ご
と
の

人
口
等
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
旧
町
ご
と
の
人
口

等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
に
１
回
程
度
、

広
報
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

わ
た
し
の
提
案
・
意
見
箱
か
ら

声

み
ん
な
の

旧
町
ご
と
の
人
口
、
世
帯
数
を

教
え
て
く
だ
さ
い

▼
市
が
発
行
し
て
い
る
広
報
き
ょ
う

た
ん
ご
で
は
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
市

の
人
口
、
世
帯
数
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
、
旧
町
の
人
口
が
合
併

10
年
を
経
過
し
た
今
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
大
変
感
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
　
１
年
に
１
回
で
も
よ
い
の
で
、
旧

町
ご
と
の
人
口
、
世
帯
数
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

【
匿
名
・
70
歳
以
上
・
男
性
】

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
更
新
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

久
住
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
ス
イ

ス
イ
走
っ
て
い
ま
す
が
事
故
の
な

い
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
７
５
７
名
の
新
成
人
の
皆
様
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夢
や
希
望

い
っ
ぱ
い
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
目
標
目
指
し
て
全
員
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
！

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
の
笑
顔
！

は
じ
け
る
若
さ
！
す
ば
ら
し
い
で

す
。
こ
の
若
さ
大
切
に
育
て
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
市
域
は
広
い
の
で
記
事
の
取
捨
選

択
が
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
各

地
の
話
題
が
（
旧
６
町
分
）
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
毎
号
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
消
防
の
広
場
を
拝
読
し
て
感
じ
ま

し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
で

も
分
か
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
災
害

で
あ
っ
て
も
大
切
な
物
を
一
瞬
に

し
て
失
っ
て
し
ま
う
。
考
え
れ
ば

こ
わ
い
で
す
。「
明
日
は
我
が
身
」。

年
を
重
ね
て
来
て
、
用
意
し
て
あ

る
救
急
カ
バ
ン
を
背
負
っ
て
ど
の

よ
う
に
避
難
す
れ
ば
と
思
っ
た
り

考
え
た
り
し
ま
す
。
複
雑
多
様
化

し
て
い
る
災
害
に
、
一
般
市
民
の

方
々
も
関
心
を
持
ち
、
自
分
自
身

を
守
る
よ
う
に
心
掛
け
て
日
々
の

生
活
を
送
り
た
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
文
化
de
丹
後
の
貝
殻
ア
ー
ト
が
気

に
な
っ
て
見
学
へ
行
っ
た
け
ど
キ

レ
イ
で
感
動
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

　
京
丹
後
人
48
の
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト

安
達
朋
博
さ
ん
は
大
好
き
で
、
た

ま
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の

と
き
に
よ
く
見
に
行
き
ま
す
。

　
【
久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
旬
感
た
ん
ご
は
ん
で
ア
メ
リ
カ
の

料
理
の
作
り
方
が
の
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
で
す
。
他
の
国
の
料
理
も

ど
ん
ど
ん
の
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
30
歳
の
成
人
式
良
い
企
画
だ
な

と
興
味
を
持
ち
な
が
ら
読
み
ま
し

た
。
仲
間
の
輪
が
広
が
り
京
丹
後

が
発
展
す
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
30
代
・
男
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

てんとうむし畑のオーガニックおやさい
　　　　梅本農場　梅本　修 さん

　米ぬかや油かすなどに加え、旅館から
排出されるカニ殻を利用した自家製ぼか
し肥料を使用するなど、環境保全型・有
機農業の取り組みが評価されました。

第 19 回環境保全型農業推進コンクール
奨励賞（全国環境保全型農業推進会議会長賞）

峰 山 町
人　口 12,734 人

丹 後 町
人　口 5,839 人

世帯数 5,076 世帯 世帯数 2,391 世帯

大 宮 町
人　口 10,669 人

弥 栄 町
人　口 5,337人

世帯数 4,184 世帯 世帯数 1,956 世帯

網 野 町
人　口 14,050人

久美浜町
人　口 10,253 人

世帯数 5,336 世帯 世帯数 3,675 世帯

【旧町別人口・世帯数（平成 26 年３月末）】

1.	たけのこ、ブロッコリーは適当な大きさに切り、ゆでる。	
鍋から取り出し、軽く塩を振り、冷蔵庫でしっかりと冷ます。

2.	ボウルに、ホタルイカ、たけのこ、ブロッコリー、ミニトマ
トを入れ、アンチョビドレッシングとあえる。

3.	器に盛り付け、お好みで軽くブラックペッパーをかける。

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん

作り方

　私は、料理人をしています。
　このサラダは彩りがきれいなので、盛り付け
が簡単です。また、アンチョビドレッシングは

イタリアンの基本的なドレッシングなので、ぜひご自宅でチャ
レンジしてみてください。
　このドレッシングは、アンチョビペーストの量で味が決まり
ます。塩分が含まれているので、皆さんのお好みで量を加減
してみてください。

このコーナーでは、地元の方から旬の食材を使った料理を教わり、
料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。Vo l .7

教えてくれたひと
本井　建

たけのり

徳さん	（大宮町）

材料（２人前） ◎アンチョビドレッシング◎
・ホタルイカ（ゆで）…60g ・アンチョビペースト…大さじ１
・たけのこ …50g ・オリーブオイル …大さじ４
・ブロッコリー …50g ・パセリ（みじん切り）…大さじ４

・ミニトマト …４個 ・にんにく（みじん切り）…１片

（・レタスなどの野菜…お好みで） ・ケイパー（みじん切り）…小さじ１

※なければ、酢…小さじ１

（・ブラックペッパー…少々）

ホタルイカとたけのこのアンチョビサラダ

アンチョビは、いわしの塩漬け。
ケイパーは、ケイパーという花の蕾
を酢漬けにしたもの。

体験レポート　　

　ホタルイカが美味しい季節です！旬のホタルイカと、野菜を
たくさん食べたい時におすすめのサラダです。野菜は大きめ
に切ると、ゴロゴロとして食べ応えがありました。アンチョビ
ペーストはあまり馴染みのない調味料ですが、近くのスーパー
などで手頃に入手できます。

◎アンチョビドレッシングの作り方◎
アンチョビペーストをオリーブオイルでのばし、パセリ、
ケイパー（または酢）、にんにくを加え混ぜ合わせる。

　今回は、具材にアボカドとはっさくを
加えてみました。甘みのあるアボカド、
少し酸味のあるはっさく、どちらもア
ンチョビドレッシングと相性抜群！アス
パラなど春の野菜や、皆さんのお好み
の野菜を入れてぜひお試しください！

チャレンジ★アレンジ



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

人
形
の
作
り
方
を
教
わ
り
た
い
方
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
森
さ
ん
自
宅 

☎
８
２
ー
０
６
８
７

由利 悠
はる

陽
ひ

ちゃん（女の子）
３月生まれ・2,720㌘
母：悦

えつ

代
よ

さん　父：徳
なる

樹
き

さん

大江 彩
いろ

陽
は

ちゃん（女の子）
３月生まれ・2,938㌘
母：友紀さん　父：広晃さん

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。
ご応募いただいた全ての方を掲載しています。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

山本 橙
とう

司
じ

ちゃん（男の子）
３月生まれ・3,322㌘
母：優さん　父：大輔さん （峰山町長岡）

坂田 一
かず

馬
ま

ちゃん（男の子）
１月生まれ・3,164㌘
母：敦

あつ

子
こ

さん　父：茂
しげ

稔
とし

さん（大宮町森本）

（大宮町口大野）（弥栄町溝谷）

ど
こ
か
ら
見
て
も

美
し
い
「
和
紙
人
形
」

和
紙
人
形
小 森  明 美 さん（71）

久美浜町橋爪在住。和紙人形以
外にも、ちりめんを使った小物
づくりや和太鼓の先生としても
活躍中の文化人です♪

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　春爛漫～丹後ばらずしまつりが３月30、31日の両日、峰
山町内のホテルで開かれました。この企画は、丹後ばらずし
お披露目隊（梅田肇代表）が、ばらずしを見たり、食べたり、
贈ったりして、同文化を広く知ってもらうことを目的に開いた
もの。会場では、ばらずしのほか、ばらずしをモチーフにし
たキーホルダーや、環境庁主催の「究極のお土産」にもノミ
ネートされた「丹後ばらずしおもてなしセット」などの展示販
売が行われました。
　また、丹後出身の富山大学の学生が制作した「漆の丹後
ばらずし道具」や、約80年前の“まつぶた”なども展示さ
れ、訪れた約100人は、それぞれの商品や道具をじっくりと
鑑賞していました。
　来場者の丸山久実さんは「私のふるさと（群馬県）にはな
い文化。家によって味が違うのも興味深い」と話していました。

01.富山大の学生が作っ
た「漆の丹後ばらずし道
具」（右）を観賞する来
場者
02.所狭しと並べられた
ばらずしのお土産品

究極のお土産に「丹後ばらずし」はいかが？

丹後ばらずしまつり開催

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
５

源氏物語第二十九帖「行幸（みゆき）」を
表現した作品

01
02

　
和
紙
人
形
は
、
手
芸
用
の
ワ
イ

ヤ
ー
に
綿わ

た

を
く
る
ま
せ
た
胴
体
の

型
に
、
和
紙
で
作
っ
た
衣
服
を
着

せ
ま
す
。
和
紙
は
柄
が
豊
富
で
、

着
物
な
ど
細
か
い
模
様
の
入
っ
た

衣
服
を
表
現
す
る
の
に
最
適
。
ま

た
、
半
永
久
的
に
変
色
せ
ず
、
長

持
ち
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

私
が
和
紙
人
形
を
作
り
始
め

た
の
は
20
年
ほ
ど
前
。『
丹
後
七

姫
』
を
作
る
教
室
に
参
加
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
小
さ
い
頃
、

白
い
紙
に
色
を
塗
っ
て
自
作
し
た
、

着
せ
替
え
人
形
で
遊
ん
で
い
た
記

憶
が
蘇
り
、
時
間
も
忘
れ
て
熱
中
。

よ
ほ
ど
楽
し
そ
う
に
映
っ
た
の
か
、

先
生
が
「
久
美
浜
で
も
和
紙
人
形

を
広
め
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を

掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
先
生
の
気
持
ち
に
応
え

よ
う
と
、
丹
後
七
姫
を
繰
り
返
し

作
っ
て
練
習
。
あ
る
程
度

コ
ツ
を
掴
み
自
信
が
付
い

た
私
は
、久
美
浜
町
で
「
和

紙
と
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の

会
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
受
講
生
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
総
合
作
品
展

に
向
け
て
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
作

品
展
で
は
、『
源
氏
物
語
』

の
五
十
四
帖
全
て
を
和
紙
人
形

で
表
現
。
人
形
の
数
は
1
0
0

体
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

制
作
の
際
は
、
図
書
館
や
ゆ

か
り
の
地
へ
行
っ
て
資
料
を
収

集
し
、
正
確
に
時
代
背
景
を
再

現
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
形
に
躍
動
感
を
生

み
出
す
た
め
、
た
だ
立
た
せ
る
の

で
は
な
く
、
手
足
を
曲
げ
た
り
、

着
物
の
厚
み
を
変
え
た
り
し
て
工

夫
し
て
い
ま
す
。
3
6
0
度
ど

こ
か
ら
見
て
も
美
し
い
人
形
づ
く

り
が
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　

今
後
は
、
丹
後
の
歴
史
や
文

化
に
ち
な
ん
だ
作
品
に
も
挑
戦
し

た
い
で
す
。
個
人
的
に
は
、「
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
」
を
作
っ
て
大
河
ド

ラ
マ
誘
致
な
ど
、
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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都
市
と
農
村
そ
れ
ぞ
れ
に
住
む

人
た
ち
が
互
い
の
地
域
の
魅
力
を

分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、
交
流
を

深
め
よ
う
と
、「
京
丹
後
の
い
い

と
こ
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー
」（
京

丹
後
市
・
荒
川
区
教
育
委
員
会

共
催
）
が
３
月
29
日
、
30
日
に

開
催
さ
れ
、
本
市
と
施
策
連
携

※
す
る
荒
川
区
（
東
京
都
）
か
ら

「
荒
川
区
少
年
団
体
指
導
者
連
絡

会
」
の
一
行
45
人
が
来
丹
。
民
泊

体
験
を
は
じ
め
、
本
市
の
児
童
と

の
交
流
や
共
同
体
験
、
施
設
見

学
な
ど
を
行
い
親
睦
を
深
め
ま

　山陰海岸ジオパーク写真コンクールで全国から応募
のあった397点の中から選ばれた入賞作品２０点を市
内の関係施設などで巡回展示します。
　京丹後市から鳥取市までのエリアで撮影された“ジ
オ”の地球活動により生み出されたダイナミックな自
然の絶景のほか、ジオパークの中に溶け込む観光客や、
それを文化や産業に生かす地域の人々の暮らしを映し
た写真が並んでいます。
　特に特賞に選ばれた久美浜湾の「牡蠣棚・夜明けの
詩」は必見です。どうぞジオパークの世界を目で楽しみ、
味わっていただき、今度は皆さんがジオパークの魅力
を伝えるとっておきの写真を撮影してください。
　山陰海岸ジオパーク推進協議会では、今年も写真コ
ンクールを実施する予定ですので、その際には是非ご
応募ください！！� （観光振興課）

　入賞作品20点を巡回展示  
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政
視

察
を
行
う
千
代
松
大
耕
泉
佐
野
市
長
（
右
）

（
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
「
京
丹
後
市
情
報

セ
ン
タ
ー
」
で
）

荒
川
区
（
東
京
都
）
の
子
ど
も
た
ち
が
来
丹
　
～
交
流
の
輪
広
が
る
～

し
た
。

　

29
日
の
午
後
、
一
行
は
、
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
や
琴
引
浜
、

月
の
輪
田
な
ど
を
見
学
し
、
環
境

や
自
然
、
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
荒

川
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
宿
泊
先

と
な
る
大
宮
町
奥
大
野
区
等
の
子

ど
も
た
ち
と
合
流
。
奥
大
野
公
民

館
で
入
村
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

同
士
の
名
刺
交
換
に
始
ま
り
、
同

区
内
の
倉く

ら
が
き垣
桜
公
園
で
一
緒
に
桜

の
木
を
植
樹
し
た
り
、
ば
ら
ず
し

作
り
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
区

内
の
国
営
農

地
で
農
業
を
営

む
青
木
伸
一
さ

ん
か
ら
農
業
の

話
を
聞
き
、
カ

展示場所・期間（その後も会場を替えて実施）
①道の駅てんきてんき丹後／山陰海岸ジオパーク「京
丹後市情報センター」：6／13（金）まで。火曜休館。
②琴引浜鳴き砂文化館：6／20（金）～7/10（木）
火曜休館。※入館料　大人200円、子ども100円

京
丹
後
の
暮
ら
し
を
学
び
・
体
験

ボ
チ
ャ
の
種
を
蒔
い
た
り
、
新
聞

バ
ッ
ク
づ
く
り
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
荒
川
区
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
琴
引
浜
は
、

と
っ
て
も
き
れ
い
で
、
京
丹
後
市

の
人
々
が
、
ど
れ
だ
け
自
然
を
大

切
に
し
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
し

た
」「
郷
土
食
の
ば
ら
ず
し
が
す

ご
く
お
い
し
く
、
お
か
わ
り
し
ま

し
た
」「
私
た
ち
の
植
え
た
桜
が
咲

く
頃
に
ま
た
京
丹
後
を
訪
れ
た
い
」

「
民
泊
さ
き
で
は
、
初
め
て
あ
っ

た
の
に
実
の
家
族
の
よ
う
に
や
さ

し
く
ふ
れ
あ
っ
て
く
れ
て
す
ご
く

ほ
っ
と
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
「
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指

す
基
礎
自
治
体
連
合
（
通
称
・
幸

せ
リ
ー
グ
）」
や
「
い
の
ち
の
さ
さ

え
る
真
心
あ
ふ
れ
る
社
会
づ
く
り
市

区
町
村
連
絡
協
議
会
‐
自
殺
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
‐（
通
称
・
自
殺

の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区
町
村
会
）」

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
連
携

㊤入村式を終え、参加
者全員で記念撮影（奥
大野公民館で）㊧桜の
苗木を植える子どもたち
（倉垣桜公園で）㊦民泊
体験で笑顔を見せる子ど
もたち（藤原宅で）

山陰海岸ジオパーク写真コンクール
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全ぜ
ん

徳と
く

寺じ

は
、
峰
山
町
鱒ま

す
ど
め留

に
あ
る
曹そ

う
と
う
し
ゅ
う

洞
宗
の
お
寺
で
す
。

本
堂
の
向
か
っ
て
左
側
に
は
、

客き
ゃ
く
ぶ
つ仏
と
し
て
平
安
時
代
後
期

（
12
世
紀
）
に
造
ら
れ
た
高
さ

87
・
４
㌢
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

像
は
、
両
手
を
腹
の
前
に

置
い
て
定じ

ょ
う
い
ん印（
※
１
）を
結
び
、

右
足
を
上
に
し
て
結け

っ

か

ふ

ざ

跏
跌
坐

(

※
２
）
し
て
い
ま
す
。
全

体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
目

鼻
立
ち
が
端
正
で
優
美
な
表

情
を
浮
か
べ
て
い
る
こ
と
や
、

衣
に
浅
く
整
え
ら
れ
た
襞ひ

だ

が

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
平
安

時
代
中
期
の
仏ぶ

っ
し師
定
朝
に
よ

る
平
等
院
鳳
凰
堂(

宇
治
市
）

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
始
ま
り

平
安
時
代
後
期
に
流
行
し
た

定じ
ょ
う
ち
ょ
う
よ
う

朝
様
の
影
響
を
色
濃
く
受
け

継
い
だ
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
全
徳
寺
の
木も

く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

は
、
平
安
時
代
後
期
の
定

朝
様
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
継

い
だ
像
で
あ
る
点
が
評
価
さ

れ
、
昭
和
60
年
３
月
28
日
付
け

で
峰
山
町
指
定
文
化
財
（
彫

刻
）
に
指
定
さ
れ
、
平
成
16
年

の
京
丹
後
市
発
足
に
伴
い
京
丹

後
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

（
文
化
財
保
護
課
）

※
１　

両
手
の
手
の
ひ
ら
を
上

に
し
て
腹
前
で
重
ね
合
わ
せ
た

も
の
。
仏
が
瞑
想
に
入
っ
て
い

る
こ
と
を
あ
ら
わ
す

※
２　

瞑
想
時
の
座
り
方

京
丹
後
市
の
文
化
財 

97

全
徳
寺
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

定朝様の影響を色濃く受け継いだ像

23

　

本
年
４
月
１
日
で
、
い
よ
い
よ
合

併
・
新
市
誕
生
満
10
周
年
を
迎
ま
し

た
。
同
日
、
市
役
所
で
私
か
ら
職
員

の
皆
さ
ん
に
ご
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
情
報
共
有
、
協
働
促
進
を
図

る
た
め
に
も
概
略
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
満
10
周
年
の
大

切
な
節
目
に
符

合
す
る
よ
う
に
、

ま
ち
の
発
展
を

押
し
上
げ
る
高

速
交
通
イ
ン
フ

ラ
が
今
年
、
来

年
と
大
幅
に
改
善
す
る
“
北
近
畿
新

時
代
”
を
い
よ
い
よ
迎
え
、
改
め
て
、

様
々
な
分
野
で
市
民
の
皆
さ
ん
お
一

人
お
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
、
市
民

全
員
参
加
で
進
め
る
“
和
の
ち
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
”
を
再
発
進
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
和
の
ち
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
核
の
一
つ
と
な
る
の

が
、
市
役
所
１
０
６
８
人
の
職
員
の

皆
さ
ん
の
力
、
１
０
６
８
人
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
力
の

和
を
つ
く
り
、
ま
ち
の
成
長
や
発
展

を
け
ん
引
し
て
い
く
大
き
な
エ
ン
ジ

全徳寺木造阿弥陀如来坐像（全徳寺所蔵）

ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

も
共
有
す
る
業
務
運
営
の
柱
と
し
て

“
挑
戦
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
”
と
い
う
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
後
退
が
許
さ
れ

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
姿
勢
で
す
。
こ
の
こ
と

を
ぜ
ひ
役
所
の
気
風
に
し
て
い
き
た

い
。
日
常
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
で

き
る
こ
と
か
ら
で
い
い
。
た
と
え
失

敗
し
て
も
、
立
ち
上
が
れ
ば
成
功
・

成
長
に
向
か
っ
て
の
貴
重
な
一
歩
に
、

糧
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
潜

在
的
に
計
り
知
れ
な
い
力
、
気
づ
い

て
い
な
い
力
、
使
っ
て
い
な
い
力
が

根
っ
こ
の
と
こ
ろ
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
し
て
も
格
闘
す
る
中
で
そ
の
力

が
開
拓
さ
れ
、
鍛
え
ら
れ
、
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
の
発
展
を
担
う
大
木
に

成
長
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
お
願
い
し
た
い

の
は
、“
と
も
に
仕
事
を
す
る
仲
間
、

隣
人
、
他
人
の
良
い
所
に
ま
す
ま
す

気
づ
く
力
”
を
広
げ
、
重
ね
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。“
和
の

ち
か
ら
を
”
と
言
い
、
力
を
合
わ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
当
事
者
同
士
の

信
頼
感
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
相

互
信
頼
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
か

ら
相
手
を
信
ず
る
、
信
頼
す
る
姿
勢

が
大
事
で
あ
り
、
見
過
ご
し
が
ち
だ

っ
た
相
手
の
良
い
所
、
素
晴
ら
し
い
所

に
ま
す
ま
す
気
づ
く
、
再
発
見
し
て

い
く
姿
勢
と
行
動
を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
、
改
善
す
べ
き
点
が
あ
っ
て
も
あ

げ
つ
ら
う
の
で
な
く
前
向
き
に
対
処

で
き
る
信
頼
関
係
を
分
厚
く
築
く
こ

と
に
つ
な
が
り
、“
和
の
ち
か
ら
”
を

安
定
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
同
じ
よ
う

に
、
日
頃
生
活
す
る
ま
ち
の
よ
い
所
に

ま
す
ま
す
気
づ
く
力
を
も
つ
こ
と
も

大
切
。
そ
の
こ
と
が
、
ま
ち
の
魅
力
を

陰
に
陽
に
ま
す
ま
す
広
げ
、
強
く
し

て
い
き
ま
す
。

“
挑
戦
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
”
と
い
う
姿

勢
、
そ
し
て
“
他

人
や
ま
ち
の
よ
い

所
に
ま
す
ま
す
気

づ
く
力
”
を
広
げ

る
こ
と
、こ
れ
に
よ
り“
和
の
ち
か
ら
”

を
ま
す
ま
す
育
み
、
ま
ち
づ
く
り
の

ま
す
ま
す
大
き
く
豊
か
な
エ
ン
ジ
ン

と
な
っ
て
ほ
し
い
。」

　

以
上
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

申
し
上
げ
た
こ
と
は
、
実
質
そ
の
ま

ま
、
立
場
を
こ
え
て
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
届
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。
新
市
10
周
年
を
節
目

に
、
永
く
ま
す
ま
す
豊
か
に
発
展
し

て
い
く
ま
ち
を
築
く
た
め
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
を
続
け
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

祝 

新
市
誕
生
10
周
年

市
民
全
員
参
加
に
よ
る
「
和
」
の
ま
ち
づ
く
り
へ

「
挑
戦
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
行
動
と
、
他
人
の
よ
い
所
、

　
　
ま
ち
の
よ
い
所
に
ま
す
ま
す
気
づ
く
力
を
広
げ
よ
う
！

全徳寺

比治山峠

至
久
美
浜
← 鱒留川

五箇小

312

704



5月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 5/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

　子どもたちが、自分で食べる弁当を
作る「弁当の日」を経験することで、
次第に変わっていく。当たり前のよう
に食べてきた弁当を通して、まわりへ
の感謝の気持ちを感じるようになる。

“弁当を作りたい！”という気持ちにさ
せてくれる、一冊です。

　広
ひろ

い草
そう

原
げん

に立
た

つ 1 本
ぽん

のはるに
れの木

き

。厳
きび

しい冬
ふゆ

を超
こ

え春
はる

を迎
むか

え、そして青
あお

々
あお

とした新
しん

緑
りょく

の季
き

節
せつ

へと移
うつ

っていく。その喜
よろこ

びと
生

い

き生きとした四
し

季
き

折
おり

々
おり

の姿
すがた

を
とらえた写

しゃ

真
しん

絵
え

本
ほん

です。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　皆さ～ん、今年の桜楽しみました
か？普段は気にも留めない桜の木で
すが、春になると満開の猛アピール
に圧倒されますね。また、夏や秋に
実を結ぶ桃や梨もこの春に花を咲か
せます。花が咲くからこそおいしい
実が…と思うと「だんごより花」か
もしれませんね（笑）。
　さて、花もだんごも３色あります
が、こちらも３色になりそうですよ、
KTR の観光型列車！現在「あかま
つ号」「あおまつ号」が運行してい
ますが、まもなく「くろまつ号」が
誕生するようです。ますます KTR
が注目され丹後にお越しになる方も
増えそうですね。
　でも、車両だけでなく「駅」の魅
力アップも必要ではないでしょう
か？列車に乗降するには欠かせない
場所です。そこで、KTR は駅の魅

力アップと PRを目的に各駅の愛称
を設定することとなりました。すで
に近隣市町では設定され皆さんに
親しまれています。じゃ、市内に 7
つもの駅を持ち、沿線にも多くの魅
力がある京丹後市も…ということで
現在「駅の愛称」選定委員会で選定
が進められています。私、宮川優も
委員会のお仲間に入れていただいた
んですが、実はこの愛称、全国公募
した結果、自然・風景・イメージま
たは七姫にまつわるもの等々、なん
と 800 件を超える応募がありまし
た。うれしい反面、この中から各駅

1つに絞るのにかなり難航しており
ます。「ストーリー性や一体感があ
るもの」「響きの良さ」「地域性」な
ど委員の皆さんの意見も飛び交い、
またこの先ずっと親しんでいただけ
る愛称だけに慎重に選定が行われて
います。
　現在の選定状況は、京丹後市の
ホームページにアップされていま
す。ぜひご覧ください。5月の最終
委員会には、駅との相性ピッタリの
愛称が決まる予定です。それまで温
かく見守っていてくださいね（＾＾）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

相性ピッタリの愛称は？

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

ケータイサイト画面

ホームページ画面

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
５月 15 日（木）当日消印有効。当選者の発表は６月
号のこのコーナーで。

◆４月号の答え
問１…夢　問２…花　問３…のぼり

◆４月号当選者
志水富久美さん（網野町）、今井善四郎さん（網野町）、
岸田朋子さん（網野町）、髙野東太郎さん（網野町）、
和田正直さん（久美浜町）
応募総数23人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 市内○○小中学校が閉校
問２ 「○○○京丹後場所」開催
問３ ○○使って最高のおにぎりを

広報クイズ

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

5/6（火・振休）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　 高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場№ 40

主催 /（公財）京都府丹後文化事業団

くじけないで

 上映開始
① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30

（上映時間 2 時間 8 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

世
界
各
地
で
取
材
し
た
体
験
談
を
語
る
榎
原
さ
ん

nav i nav inav inav inav i nav inav i

ＮＨＫの国際記者・榎原美樹さんが講演
　
「
世
界
中 

違
い
が
あ
っ
て
面
白
い
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
国
際
理
解
教
室
を
３
月
21
日
、
ら
・

ぽ
ー
と
（
網
野
町
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
局
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス

部
の
榎
原
美
樹
さ
ん
が
、
世
界
各
地
の
紛
争

や
テ
ロ
な
ど
を
取
材
し
た
体
験
談
に
つ
い
て
語

り
、
多
く
の
参
加
者
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

榎
原
さ
ん
は
、
震
災
前
に
３
週
間
福
島
県

南
相
馬
市
で
暮
ら
し
た
経
験
を
持
つ
若
い
米

人
女
性
が
、
震
災
直
後
に
同
市
へ
移
住
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
。「
そ
の
国
の
文
化
や
歴
史

の
違
い
認
め
、
理
解
を
深
め
れ
ば
、
人
生
を
変

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
取
材
す
る
国
の
歴
史
や

文
化
を
徹
底
的
に
理
解
す
る
そ
の
心
構
え
に

共
感
し
た
」な
ど
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

宝くじ助成で地区の備品を整備

新町区芸屋台修繕

◆
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
専
用
サ
イ
ト
を
開
設

　

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
検
索
で
き
る
「
京
丹
後
市
立

図
書
館
」
の
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま

し
た
。
資
料
の
検
索
や
予
約
、
利

用
状
況
の
確
認
、
貸
出
ラ
ン
キ
ン

グ
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

  

図
書
館
（
室
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、サイトにア
クセスできます。
URL:https://ilisod001.
apsel.jp/kyotango-
library/wopc/pc/mSrv 

◆
予
約
し
た
資
料
の
取
り
消
し

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
検
索
端
末
で
も
可
能
に

　

こ
れ
ま
で
、
予
約
を
し
た
本

の「
予
約
取
消
」
を
す
る
場
合
は
、

館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
出
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、
貸
し

出
し
準
備
が
で
き
る
ま
で
の
間

に
不
要
に
な
っ
た
本
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト
・
館
内

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
検
索
端
末
の
画

面
か
ら
、
自
分
で「
予
約
取
消
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご利用状況参照
画面から、予約
状況一覧を表示
して、表中最右
の「取消する」
を選択してくだ
さい。

■はるにれ 姉崎 一馬／写真
福音館書店

■すごい弁当力！
   ー 子どもが変わる、家族が変わる、社会が変わる ー

佐藤 剛史／著
五月書房

　新町区（峰山町）において、宝く
じの助成金を活用して祭用備品を整
備しました。
　この助成は、（財）自治総合セン
ターが行っているもので、宝くじを
使った社会貢献広報事業のひとつ。
地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上を目的に、地域振興事業に対
して行っているものです。
　今年度に助成を受けた4地区の
うち、残り1地区となった新町区で
は、芸屋台の修繕をしました。

図書館サイトへアクセス
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男　	28,344人	（－127）
女　	30,538人	（－146）
計	　58,882人	（－273）
世帯数	 22,618世帯	（－3）
4月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

振り込め詐欺にだまされないで!!

▼
こ
の
春
、
二
人
の
子
ど
も
が

卒
業
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た

な
場
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
中
、

私
自
身
も
人
事
異
動
で
三
年
ぶ

り
に
古
巣
（
？
）
秘
書
広
報
広

聴
課
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
以

前
に
経
験
し
た
職
場
と
は
い
え
、

三
年
ひ
と
昔
、
周
り
の
環
境

も
仕
事
内
容
も
ず
い
ぶ
ん
と
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
広
報
も
、
本
紙

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
動
画
配
信

な
ど
、
幅
広
に
、
ま
た
で
き
る

限
り
早
く
情
報
を
発
信
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
▼
心
機
一
転
“
新

人
”
と
し
て
一
か
ら
の
気
持
ち
で

い
ま
す
が
、
毎
日
が
目
ま
ぐ
る

し
い
職
場
で
は
当
然
“
即
戦
力
”

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
気

持
ち
で
い
な
が
ら
も
、
即
戦
力

と
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
。

子
ど
も
に
負
け
な
い
よ
う
、
新

た
な
場
で
頑
張
り
ま
す
!!
／
歩

　
こ
の
春
の
選
抜
甲
子
園
に
出
場
し
た
、
福
知
山

成
美
高
校
の
中
島
僚
祐
君
（
現
２
年
生
）。
身
長

１
５
９
㌢
と
小
柄
な
体
だ
が
、
力
の
あ
る
打
球
と

俊
足
が
持
ち
味
。
甲
子
園
で
も
、
盗
塁
や
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
活
躍
し
た
。
そ
ん
な
中
島
君
の
野

球
に
対
す
る
想
い
を
聞
い
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
２
年
の
と
き
、
父
が

少
年
野
球
チ
ー
ム（
五
箇
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）の
コ
ー

チ
に
な
る
の
に
合
わ
せ
て
入
団
し
た
。「
投
球
を

バ
ッ
ト
の
芯
で
捉
え
た
と
き
の
感
触
が
た
ま
ら
な

い
」
と
の
め
り
込
み
、
中
学
校
時
代
に
は
京
丹
後

ボ
ー
イ
ズ
で
硬
式
野
球
を
経
験
し
た
。
福
知
山
成

美
高
校
へ
は
、「
野
球
に
打
ち
込
み
た
い
」
と
い

う
一
心
で
入
学
。
も
ち
ろ
ん
、
甲
子
園
を
夢
に
描

い
て
い
た
。

　
高
校
の
野
球
部
は
、
毎
日
長
時
間
の
練
習
で
体

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
１

日
の
全
体
練
習
は
３
時
間
ほ
ど
。
練
習
の
な
い
日

も
、
他
校
の
野
球
部
に
比
べ
る
と
多
い
と
い
う
。

　
全
体
練
習
の
時
間
は
短
い
が
、
部
員
は
同
級
生

だ
け
で
も
53
人
お
り
、「
人
と
同
じ
練
習
を
し
て

い
る
の
で
は
、
試
合
に
は
出
れ
な
い
」（
中
島
君
）。

負
け
ず
嫌
い
も
手
伝
っ
て
、自
主
練
習
に
励
ん
だ
。

ま
た
、
ボ
ー
イ
ズ
時
代
か
ら
の
恩
師
、
田
中
正
門

さ
ん
（
峰
山
町
五
箇
）
か
ら
技
術
的
、
精
神
的
に

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
打
撃
フ
ォ
ー
ム
の
改
良
を
重

ね
て
い
っ
た
。

　
「
練
習
時
間
が
短
い
分
、
と
に
か
く
短
期
集
中
。

特
に
打
撃
で
は
、
左
方
向
に
強
い
打
球
を
飛
ば
せ

る
よ
う
に
意
識
を
絶
や
さ
な
い
」
と
い
う
。

　
全
身
全
霊
で
野
球
に
打
ち
込
む
分
、
家
で
は
完

全
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。「
た
だ
ひ
た
す
ら
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
ま
す
。
野
球
の
こ
と
も
考
え
ま
せ
ん
」

と
笑
う
。

　
そ
し
て
こ
の
春
、
憧
れ
の
甲
子
園
に
出
場
。

　
ま
ず
は
、第
２
回
戦
の
神
村
学
園
（
鹿
児
島
県
）

戦
、
代
走
で
出
場
し
た
。
敵
投
手
の
癖
は
ベ
ン
チ

か
ら
見
て
い
た
と
言
う
通
り
、
３
球
目
に
盗
塁
成

功
し
、
生
還
し
た
。

　
そ
し
て
３
回
戦
は
、
履
正
社
（
大
阪
府
）
戦
に

代
打
で
出
場
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
的
を
絞
っ
た
７
球

目
の
直
球
を
セ
ン
タ
ー
前
に
弾
き
返
し
た
。
適
時

打
と
な
り
、
チ
ー
ム
に
こ
の
日
初
の
得
点
を
も
た

ら
し
た
。
チ
ー
ム
は
６
対
２
で
負
け
た
が
、
と
て

も
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。「
予
想
以
上
の
結
果

だ
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　
今
回
の
甲
子
園
出
場
は
、
一
つ
の
夢
を
叶
え
る

と
同
時
に
、
大
き
な
目
標
を
作
る
も
の
と
な
っ
た
。

「
夢
を
叶
え
た
今
、
こ
の
結
果
と
同
じ
目
標
は
あ

り
え
な
い
。
次
は
、
自
分
が
主
と
な
っ
て
甲
子
園

に
出
場
し
、
今
回
以
上
の
結
果
を
残
し
た
い
」。

　
全
力
で
白
球
を
追
う
中
島
君
の
挑
戦
は
、
ま
だ

ま
だ
続
く
―
。

49
▲甲子園から凱旋し、リラックスした表情で話す中島君

甲子園で代打タイムリー

中
な か

島
じ ま

 僚
りょう

祐
す け

 君（16）　　　　　　　　　
　峰山町二箇

　
甲
子
園
で
夢
叶
え

更
な
る
目
標
を
掲
げ
る
　

▲憧れの甲子園で初打席に入る
　中島君（神村学園戦）
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若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる


